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会誌第10号では、直播栽培用除草剤 と、新稲作研究会および全国農業シス

テム化研究会での水稲直播関連研究成果、打ち込み式点播播種機の情報を掲

載 しました。

水稲直播栽培でよく問題になる技術の一つに雑草防除があります。農業研

究セ ンターの森田室長に、水稲直播栽培用除草剤の登録に関する最近の動き

について、紹介 してもらいました。

本年 2月 に、新稲作研究会と全国農業システム化研究会の平成 11年度成

績検討会が開催されました。両研究会のご好意で、 これらの発表会の中で水

稲直播に関する現地実証試験、すなわち、新稲作研究会では北海道空知西部

地区農業改良普及センターなど 6ヶ 所の、全国農業 システム化研究会では山

形県長井農業改良普及センターなど 7ヶ 所の成績を紹介 します。

水稲湛水直播の播種様式は散播・ 条播が大部分ですが、近年、点播の直播

が増えています。 3月 に九州農業試験場で、平成 11年度の「打ち込み式整

地代かき同時土中点播直播情報交流会」が開催されました。この会で検討さ

れた点播機の利用に伴ういろいろの話題を紹介 します。

貴重な資料を提供頂きました各位に、厚 く御礼申しあげます。

平成 12年 5月

水稲直播研究会

会長 井上喬二郎

ト
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1直 播 用 除 草 剤 の 農 薬 登 録 の 上 の 整 理 に つ い て

農業研究センター 水田雑草研究室 森田 弘彦

苗代で雑草との競合から保護される苗を使う移植栽培に比べて,幼植物の期間から稲がそれにさ
らられる直播栽培では除草剤の適正な使用が特に重要である。除草剤の実用化にあたっては,安全
使用の観点から農薬取締法に基づく農薬登録が義務づけられており,開発・販売会社から試験研究
・普及・農業従事者までの各段階を通して登録内容を遵守することが求められる。しかし、これま

での農薬登録の手続きでは「乾田直播」と「湛水直播」が別な作物名に扱われてきたため,どちら
か一方での登録だけでは直播栽培の多様な除草体系をカバーできない場面が生じ、また両方の作物

名で登録を取得するには公的試験の展開などでの時間と経費を要する、という問題が出てきた。こ

のため、農業研究センターでは、 (財)日本植物調節剤研究協会とともに、農薬登録を担当する機
関である農水省農薬検査所と水稲直播用除草剤の登録方法の改善について協議を重ねてきた結果、

直播栽培用除草剤の適用性試験を平成 11年度から新しい方式で進めることとし、また、既登録剤に
ついても平成 12年 3月 末に第 1段階での登録上の整理がなされた。以下にその経過と現状を紹介す
る。

1.直播栽培用除草剤の登録に関わる問題点と改善案
直播栽培の技術開発の現場からの指摘などを基に、農業研究センターでは以下のように問題点 と

改善案を提起した。

水稲直播栽培用除草剤の乾田直播と湛水直播の区分の統合

平成 10年 10月
農水省農業研究センター 水田雑草研究室

わが国の農業をめぐる厳しい状況のなかで,水田農業の発展のために省力化の基幹である直播栽
培の拡大が図られている。雑草防除は直播栽培の成否を左右する重要技術で,除草剤の使用により
達成される。各地で推進されている直播栽培技術体系の策定においても,除草剤の活用場面の拡大
と新規剤の開発が,強 く望まれている。
一方,農薬登録では作物名として「乾田直播」と「湛水直播」に区分されているが, この区分が
なされた時代に比 べて直播栽培の方式が多様化した結果,現在実施されている直播栽培での除草剤
使用場面を登録の区分で律することが困難になり,現場での矛盾を生じてきている。このことは,
稲作現場での技術指針の作成に混乱をもたらすのみでなく,直播栽培用の新除草剤の開発や既存除
草剤の新たな適用条件の開発の意欲をそぐ要因となっている。
このため,以下の点を改めて直播栽培での望ましい除草剤使用条件を整備する。

①「乾田直播」と「湛水直播」の区分を廃し,「直播栽培」に一本化する。
②「使用時期」と「田面水の有無」で使用場面を特定する。すなわち,下図で共通の英字の部分
を直播栽培の除草剤の使用条件とする。
③ 各使用条件の中では,「イネの生育程度」,「雑草の生育程度」,「減水深」などの要因で使
用基準を作成する。

a b de C

従来の

乾田直播
e

耕起前 播種後 乾田期 入水 中 。後期処理

(折哀直播)

播種前 (不耕起)
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播種後 (湛水 ) 中・後期処理

播種前 (不耕起) 落水芽干し

回調

f d
従来の

湛水直播
e

説明 :

①平成 11年以降に適用性を検討する除草剤については「直播水稲」としての適用性試験で評価
を行う。

②既に登録されている除草剤については,(ア):自動的に「直播水稲」に読み替える,(イ ):一定の

確認試験に基づいて「直播水稲」に読み替える,(ウ):変更しない,に仕分けし,それぞれの対
応を関係会社に要請する。

③以上の作業および次年度以降必要な試験内容の整備を農業研究センターと (財)日本植物調節
剤研究協会で行い,整理できた部分から農薬検査所と協議の上実施する。

2.平成 11年度からの直播用新除草剤適用性試験の実施要領
農研センターと日植調協会は,今後の適用性試験における直播用除草剤の区分とその手順を以下
のように策定し,平成 10年 12月 の「平成 10年度水稲関係除草剤中央判定会議」で論議,決定した。
この要領は同会議の結果発表に出席した農薬会社に配布され,また平成 10年度の各地域農業試験研
究推進会議の関係部会などで地域専門委員より都道府県試験研究機関に周知された。

平成 11年度からの水稲直播栽培用新除草剤の適用性試験の実施要領

平成 10年 12月

農業研究センター

(財)日 本植物調節剤研究協会

直播栽培での望ましい除草剤使用条件に関する一連の検討結果を踏まえて,平成 11年度からの
適用性試験を以下の要領で実施することとする。

I.試験のねらいと試験設計に際しての留意点 {申請者会社および日植調協会}
処理時の水の状態 :①湛水状態または②水のない状態 (a:畑状態 b:潤土状態)を指定する。

4

.処理量および処理法 :従来と同様。

.処理時期 :原則として 3時期を選定する。
① 早限 (イネの葉齢または播種後日数で表示)
② 晩限 (原則として雑草の葉齢で表示,場合によってはイネの葉齢または播種後日数も
可 )

③ ①と②の中間
④さらに必要な場合
.対象雑草 :従来と同様
.水管理 (芽干しの可否,減水深)および播種深度などで考慮すべき点があれば明記する。
適用性試験の配分に際しての留意点 {日植調協会および専門調査員 }
1.地域ごとに湛水直播と乾田直播の両播種様式での試験を実施できるように配分する。
2.試験設計で示された要件が満たされれば,両播種様式の中での区分は問題としない。
Ⅲ.試験の実施に際しての留意点 {担当場所 }
1.原則として「水稲作用除草剤試験実施基準 (改訂版) 平成 5年  日植調」による。ただし,
試験設計で示された要件が満たされれば,試験実施場所での直播栽培の方式に起因する変更は可能
とする。
Ⅳ.適用性判定と使用基準の作成 {日植調協会,専門調査員および担当場所〕
1.「総合評点基準」,「実用性判定基準」などは現行通り。
2.地域を単位として「直播栽培」としての適用性を検討する。Ⅱ-1の要件が満たされない場
合には,注意事項として湛水直播または乾田直播を指定する。

１
■

っ
る

０
０

Ⅱ
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3.播種様式 (例 :湛水土中直播)な どの制限が必要な場合には注意事項として整理する。
4.上記で対応できない場合には関係者で協議する。

(財)日植調協会の平成 11年度水稲用新除草剤適用性試験では、 8剤が上記要領に基づいて試験
された。新規に試験された 2剤が 「継続」、 3剤が新たに「実継」とされ、さらに、既に「実継」
となっている 3剤が地域拡大を認められた。ここでは、地域ごとに乾田直播と湛水直播の両方で実
用性が確認された場合に「直播水稲」としての実用化判定を行い、どちらか一方のみで確認された
場合には、その旨を「使用上の注意」に記して、次年度以降確認を行うこととした。

3.既に登録されている除草剤の使用基準の整理
平成10年度までiこ直藩悪碍覇て菫募竃マ〒ご丙る36剤は、①「乾田直播」と「湛水直播」の両方、
②「乾田直播」のみ、および③「湛水直播」のみに登録されたものに区分される。これらのうち以
下に示す26剤について、「直播水稲」に読み替えた使用基準 (案)を作成することとした。使用基
準 (案 )作成にあたっては、①新たな確認試験を実施せずにすむように、「地域基幹」や「地域総
合」などの試験研究での使用実績と事例を可能な限り反映させる、②乾田直播または湛水直播のみ
で登録されている剤では、「適用地帯」や「適用条件」を原則として現状のままとし、今後必要に
応じて拡大を図る、こととした。この使用基準 (案 )は (財 )日 植調協会の平成11年度水稲用除草
剤適用性地域検討会において各地域での公的な試験事例の確認を含めて検討され、同年12月 の中央
判定会議で「直播水稲での使用基準」として確認された。 「乾田直播でのみ登録されている剤」の
ザークDl細粒剤を例として示した。

平成 11年度水稲用除草剤適用性地域検討会・中央検討会で 「直播水稲での使用基準」
を整理した既登録剤

○乾田直播でのみ登録されている剤
サターンバアロ粒剤 (プ ロメトウ0.8%+へ・ンチオカープ8%)
サターンバアロ乳剤 (フ

°
ロメトウ5%十へ'ンチオカープ50%)

ザークDlキロ粒剤 (ダ イ畑ン4.5%+へ'ンスルフロンメチル0.51%+メフェナセット10%)
○湛水直播でのみ登録されている剤
モゲトン粒剤 (ACN9%)
オー ドラム粒剤 (モリネート8%)

サターン粒剤 (へ
・ンチオかプ 10%)

サンバー ド粒剤 (ピ ラゾレート10%)
パイサー粒剤 (と

°
ラゾキシフェン10%)

エスドラム粒剤 (ヒ

°
ラゾレート6%+モリネート8%)

イ ド粒剤 7(Iトヘ'シサ'ニド7%)
イド粒剤 4(卦へ・ンサ'ニド4%)
ェル 1細粒剤 (卦へ'ンデニド15%+ピ ラソ'スルフロンエチル0.3%)
ェル粒剤 (卦へ'ンサ

・ニド5%+ピ ラゾスルフコンJル0.07%)
バイ1細粒剤 (イマゾスルフロン0.9%+卦へ'ンサ'ニド15%+ダ イムロン15%)
ュ粒剤 17(シ 'メピヘ

°
レート10%+へ'ンスルフロンメチル0.17%)

ュ粒剤 25(プ メヒ
°
へ
°
レート10%+へ'シスルフロンメチル0.25%)

ラクト粒剤 (エスフ
°
ロカルプ7%+ヒ

°
ラリ'スルフロンエチル0.07%)

チャー 1キロ粒剤 (シハロホッフ
°
プチル1.8%)

スター 1キロ粒剤 (シハロホッフ
°
アチル1.8%+ピ ラゾスルフロンエチル0.3%+プ タミホス9%)

○乾田直播と湛水直播の両方で登録されている剤
スタム乳剤 (DCPA35%)
サターン乳剤 (へ 'ンチオカープ50%)

クリンチャーEW乳剤 (シハロホップデチル30%)
クリンチャーバスME乳剤 (シハロホッフ

°
プチル3%+へ 'ンタゾン20%)

サターンS粒剤 (へ・ンチオカープ7%+シメトリン1.5%)
ウルフエース粒剤 17(へ 'ンスルフロンメチル0.17%+へ 'ンチオカープ5%+メフェナセット1%)
ウルフエース 1キロ粒剤 51(へ 'シスルフロンメチル0.51%+へ・ンチオカープ 15%+メフェナセット3%)

サ
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上記の中央判定に基づいて、関係の農薬会社から農水省農薬検査所に「直播水稲への登録変更」
が申請され、条件の整っているものから順に登録変更の審査が進められてきた。この過程で、平成
12年 3月 上旬には、農水省植物防疫課から農薬工業界に対して経過 。仕組みの説明および業界とし

用基準 (上段)と 平成 11年 度水稲関係除草剤中央判定会議で「直播水稲」
準 (下段)

1)ザ ークDlキ ロ粒剤 (ダイムロン 4.5%、 ベンスルフロンメチル 0.51%、 メフェナセット 10%)

既存の使
として整理した使用基
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ての協力の要請がなされた。農薬検査所では、登録変更の申請に対して環境要因などで問題の少な
いものから順に審査を進めている。
「直播水稲での使用基準」では、使用時期をイネと雑草の生育程度で表したが、農薬検査所では
特に水質など環境面を考慮して「播種後、収穫前日数」での表記を重視している。乾田直播では
「冬期播種」もあることから、「播種後日数」では実用的に問題が生じる。この点では、現場で使
用する場合には「イネと雑草の生育程度での表記」が優先する、と理解している。
平成12年 3月 31日 付けで、まずDCPA乳 剤、サンバード粒剤およびモゲトン粒剤に対して「直
播水稲への変更登録」がなされた。DCPA乳 剤とサンバード粒剤の登録内容は以下のようである。

平成 12年 3月 31日 で 「直播水稲」 に登録変更 された既登録除
(モ

1)サ ンバー ド粒剤 (ピ ラゾレー トlo%)

(以 前は、湛水直播水稲のみで登録あり)

2)DCPA乳 剤 35(D C P A 35%)

(以 前は、乾田直播水稲・湛水直播水稲の両方で登録あり)

略
準
省
基
は
用
剤
使
粒
の
ン

剤
ト
草
ゲ
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作物名 適用雑草名 使用時期 適用土壌 loア ール当
り使 用 量
(kg)

本剤及
び ヒ
°
ラ

リ・レート
を含む
農薬の
総使用
回数

使用方
法

適用地帯

直播水稲 水田一年生雑
草及び
マツバイ
ホタルイ
ヘラオモダカ

播 種 直後 ～
ノ ビエ 1葉
期 まで (近
畿 以 西で は
ノ ビ エ 1.5
葉期まで )

(但 し、収
穫 120日 前
まで )

壌 土 ～埴
土 (減 水
深 2cm/日
以下 )

3 1回 湛水の
まま手
まきあ
るいは
散粒機
で水面
〕ク拍_
Vヽ ●́

に散布
する。

北海道

水田
草及
イ
ホタ
ウリ

一年生雑
びマツバ

ルイ
カワ

北海道を
除く全域

作物名 適用雑草
名

使用時期 loアール当た り使用量 本剤及び
DCPAを
含 む 農 薬
の 総 使 用
回数

使用方法

薬量
(ml)

希釈水量
(日 )

直播水
稲

水 田、畑
地の一年
生雑草

播種 10日

後～ノヒ
°
エ

の 1～ 2
葉期まで
(但 し、
収穫 120
日前まで

1000～
1100

50～ 80 1回 完全落水 して散布 し、
布 し、散布 1～ 2日
後に水を入れる

雑草の 2
～ 3葉期
(但 し、
収穫 120
日前まで

550～
800

乾田条件で散布



以上の経過により、水稲直播栽培用除草剤の新しい登録方式がスター トした。技術と普及の立場
からこの問題を農業研究センターから提起して来たわけであるが、農薬登録の窓口である農薬検査
所の担当官諸氏は終始現場の問題に真正面から対応して下さり、 (財 )日本植物調節剤研究協会の
担当各位も我が国の水稲直播栽培の普及を図る観点から積極的に対応して下さった。農水省の地域
農業試験場の水稲関係除草剤地域専門調査員諸氏と適用性試験担当の方々のご協力と併せて、心よ
りお礼を申し上げます。新しい登録の仕組みを活用して、日本型直播栽培技術の中での除草剤の新
たな開発と有効利用が大幅に促進されることを期待したい。
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2 平成 11年 度現地実証栽培成績

1)新稲作研究会資料
委 託 現 地 実 証 圃 成 績

普及センター 北海道空知支庁 空知西部地区農業改良普及センター

課 題 名 大 型 省 力 稲 作 技術 の確立

目    的 湛水直播栽培の地域における適応性と導入場面について検討する。

担当専使・ 普及員 専 技 北海道中頬熟鵜 清 野 剛 主任朝技折員 普及員
υ

橋 本 竜 之 輛激員

晏示田所在増=員家名 北海道樺戸郡浦日町字浦自第 8 畑 山  証

1耕 種 概 要

施 肥 量 (kg/10a)
区  分

位置 窒素 燐酸 加里

試

験
区

参

考
区

注 1
″2
″3
″4

トラク

全層

側条

3.6

3.5

2.9

3.5

6

5

3.

3.

8, 0 0 7.0

参考区は地区内作況ほの調査結果である。
直播区の全層施肥銘柄 BB―LP552  側条施肥銘柄 側条用高度化成444を使用。
除草剤  直播区 :サンウェル1キロ粒剤 (6月 3日散布)  クリンチャーE71000倍 (7月 3日散布)。
カルパーコーティング :5月 8日 (自動コーティングマシン使用)。

〈作業工程 (直播)〉

コ‐ティ

レ
,り
.■ ´ヽ

ン

レヤー

口‐タリー

均平績

キャスター ltかきロータ‐  格Il条‖1機 憮人ヘリ コンバィン

2成 績 結 果

(1)は種後の5月中旬が低温だったため、出芽までの期間は2週間を要した。は種後溝切りを行って表面水を排
除し、出芽までは落水した状態を継続した。平均出芽率は推定66%(ポ当り推定は種粒数から換算)。

(2)出芽期以降、成熟期までの全般が高温に経過したため、生育は促進され “ゆきまる"で過去4か年 (17.8.9.
10勒麟)の平均に比べ、幼穂形成期は±0日、出穂期で7日、成熟期は19日早くなった。
・ほしのゆめ"は “ゆきまる'対比でそれぞれ2日～5日遅くなった。

(3)稗長、穂長は慣行移植に比し明らかに短く、総籾数も一穂籾数が少ないことで、やや少なくなっている。

(4)収量は、 “ゆきまる"が慣行移植とほぼ同程度となり、 ・ほしのゆめ'は直播・ゆきまる'又は慣行移植に
比べて低収となった。品質は良好で、両品種とも1等であった。

(5)精米タンパクは・ゆきまる"、 ・ほしのゆめ'と も慣行移植に比し低下する傾向が認められた。

トラクタ
ロータリ

ト

土 壌 条 件

土壌群:土性: 透水性
品 種

験

積

ａ

試

面
11薔 ::

又  は

育苗::
は種量

カルバー

処理量

群批

・
■
口
¨
　

　

　

“
ロ
ロ

”
“

マ

Λ

，

フ

|:叡は

移植時の

水管理

|:融の

水管理

100

直播 CL や不
ほしのりめ 40

条播

10kg

/
10a 当り

100% 5/10 落水 淋膀

ゆきまる行

　

植

慣

　

移
灰低 や不

ほしのりめ

成苗

フ

70ml

/
箱当り

5/21 落水 湛水
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3 主要成果の具体的データ

(1)生 育 調 査

区  分

(2)収 量 、 品 質 調 査

区  分

試

験

区

参

考

区

試

験

区

参
考

区

%

7.1

6.6

7.6

7.1

注1 玄米重はグレーダーの網目 1.9皿による。
″2 登熟歩合は玄米重から換算したものである。

4総 合 考 察

(1)は種後の低温期間の長引き、ほ場の均平不十分 (落水出芽中の表面水停滞部分の発生)などで苗立ち率の低
、下があったが、安定栽培のための限界苗立ち本数 (」当り200本 :北海道暫定基準)は確保できた。また、は
種時の土壌硬度がやや硬い部分で、覆土不良による種籾の露出 (籾の乾燥)があり、苗立ち率の低下や出芽に
日数を要した。

(2)基本的には、直播向け良質、良食味品種の育成が切望されるが、当面 “ゆきまる"での直播栽培は生育、収
量の安定性からみて実用可能と考えられる。
“ほしのゆめ"は生育期間が高温年だったことから登熟を確保できたが、通常年以下では困難性が大きい。

(3)落水出芽法は、ほ場条件が整備 (均平、は種時の土壌硬度など)されていると、苗立ち歩合も高まり、浮き
苗が少なく、耐倒伏性が強化され (根の発生、伸長良好)有効な技術である。

(4)試験を行った乗用型施肥条播機 (密条)は、は種ムラが少なく、開溝覆土によって苗立ち率も高まり、生育
や収量からみて利用可能である。また、作業能率も慣行の移植機より高く (種子と肥料の供給がスムーズであ
れば)実用性がある。
改良点として、肥料及び種子ホッパを大きくし、条数を増やすことができれば、さらに能率向上がはかれる|

5次 年 度 の 計 画

地域では、平成7年度から無人ヘリコプター及びミスト機による散播試験、 10年度から乗用型施肥条播機
による条播試験を実施している。総合的に乗用型施肥条播・落水出芽法の実用性が高いが、さらに、ほ場条件、
は種時期、施肥条件などの改善組み合せによる実用度の向上が必要である。経営的な試算も加え、今後も継続し
た実証試験栽培によって、.競争下での省力、低コスト水田農業の確立に寄与したい。

品 種

6//18
丈

皿

一草 獄

本

ユ
ヨ

6//28
十
人

ｍ

草 獄

本

Щ
ヨ

幼穂形成婦

月 日

出穂期

月 日

出芽始

月 日

出芽期

月 日

成熟期

月 日

直播

ゆきまる

ほしのゆめ

，
０
　
　
　

●
６

■
０
　
　
　
０
●

０
る

　
　
　
０
乙

403
Ａ
υ
　

　

ｎ
Ｖ

ワ
‥
　
　

　

０
０

5.24

5.24

6.1

6.1 7.15

7.12 8. 2

8. 4

9.11

9。 16

行

　

植

慣

　

移

ゆきまる

ほしのゆめ

27

０
０
９
４

214

238

一
　

　

一

6.26

6.30

7.23

7.26

9.1

9.3

75。 2 :  624

76。 1 :  514

収穫日

月 日

9。 14

9。 17

9.  7

9. 9

成熟期 ピ 当 り a 当 り
品 種 稗長

cm

穂長
cm

穂数

本

総籾数

粒

穂

数

粒

一
籾
稔
合

％

不
歩
熟
合
％

登
歩
籾

/わら

比
玄米重
kg

屑米重

kg

千粒重 検査

等級

直播

ゆきまる

ほしのりめ

59.9

65。 9

13.6

14.0

虔
υ
　
　

　

虔
υ

22.4

22,7

26,609

25,823

41.0

38.6

4.8

8。 1

84.5

74.2

1.53

1.24

50.1

43.5

行

　

植

慣

　

移

ゆきまる

はしのゆめ

64.0

70.0 6.

575

6(〕 2

30,245

31,544

52.6

52.4

5.0

7.0

76.5

72.6

1.35

1。 33

51.4

52.2

3.0

2.6

22.2

22.8

7//27
草丈 :」当獄
ci【li 本
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農業改良普及センター 北海道後志支庁南羊蹄地区

課題名 湛水直播栽培における落水出芽法の実証 (新規)

直播栽培としての落水出芽法の実証展示を行い技術の普及に資する。目  的
担当専技

普及員

主任専門技術員 清野 剛
主査。     青山 繁

展示回所在地

農家名

虻田郡ニセコ町近藤

平松 利幸

委託

1耕種概要

耕起日 仕上代日 除草剤名 散布量

5月 15日 5月 17日 ロンケ
゛
ットフロアフ
゛
ル 500m1/10a

(1)供試品種  ゆきまる (早生種)、 ほしのゆめ (中生種)
(2)供試面積  52a     区制 1区
(3)播種方法          。
条播=湛水土壌中施肥播種機 (TItR10M) 散播=専用ミスト機

ほ場 品 種 播種法 播種量 播種 日 播種後落水条件

A ゆきまる 条播 10kg/10a 5月 18日 落水して播種 5月 18日 ～6月 5日 まで落水

5月 17日 ～6月 5日 まで落水B ほしのゆめ 散播 10kg/10a 5月 17日 落水 して播種

催芽後カルパー処理 種籾 :カルパー=1:1 カルパー処理時にタチカ
゛
レンエース粉剤乾籾重の3%粉衣

2‐成績結果

(1)播種後の出芽は、気温が低く経過したため、6月 3日 と播種後 17日 かかり長かったが、各区とも
苗立ちは良好であった。
6月 下旬の茎数は条播、散播とも同程度、7月 上旬では条播が多かった。

(2)7月 に入り葉色が薄く肥料切れの兆候があったが、追肥はしなかった。
成熟期の葉色は、両区とも薄かった。

(3)ゆきまるの出穂期は、8月 5日 で周辺慣行移植より10日遅かったが、成熟期は小出来のため早かった。

稗長は短かかった。

(4)ゆ きまるは不稔歩合が低く、登熟歩合が高かったが収量構成要素が少なく収量も381kgと少なかった。
ほしのゆめは、 1穂粒数、収量構成要素が多く、収量は同程度で屑米が多かった。
(5)ゆきまる、ほしのゆめの食味値は、タンハ

°
ク値が6.5%、 6.4%と低く、玄米白度はゆきまるが高かった。

3 主要成果の具体的データ
(1)生育調査

区 名
草 丈 (cm) 茎 数  (本 /ぽ ) 葉 数 葉 色

6月 18日 7月 7日 6月 18日 7月 7日 6月 18日 8月 3日 8月 25日 9月 12日

ゆきまる 17.8 25.3 349 1144 3.6 40.5 33,4 21.3

ほしのゆめ 19.2 29.4 340 1090 3.5 36.2 31.8 18.3

-9-

ほ場 土 質 土 性 施肥銘柄 施肥方法

施肥要素量kg/10a

窒素 りん酸 加里

A 洪積土 埴壌土 化成273・ 化成444 全層 。側条施肥 8.8 9.3

B 洪積土 埴壌土 化成 273 全層 8.4 9.1 11.9

播種条件



区 名
幼成

穂期

形

成熟期 Lロ
ロ」

穂

期

月日

成

熟

期

月 日

得 長

cm

穂 長

cm

In

穂数

ゆきまる 7.12 61.2 14.3 773 8. 5 9. 8

ほしのゆめ 7.15 69.8 13.7 760 8. 8 9.12

区 名 1穂粒数
粒

ぽ総粒数

粒

ピ稔実粒数

粒

不稔歩合

%

登熟歩合

%

千粒重
g

倒伏

ゆきまる
ほしのゆめ

33.1 25,586 24,819 3.0 86.8 22.5 毎

′′38.8 29,488 28,102 4.7 84.5 22.4

(2)収量構成要素

(3)収   量 (単位 :kg/10a、 %)

(4)玄米粒厚分布 (%)

(5)食味分析値

きまる 20.1

ほしのゆめ 19。 1

食味は、 JAニセコ 1000Jで分析

総合考察

(1)落水出芽法は、落水期間が長くなると窒素成分の肥切れが早くなると思われる。対策として落水期
間を14日 以内とする。または、ロング肥料を基肥に使い肥効を長くする必要がある。
(2)本年のほ場は、播種溝に大きく深い亀裂が入り、乾燥により上が締まったためその後の生育が小型
化したと思われた。また、亀裂から除草剤の薬剤成分が根に届くことがあるため成分によつては、薬
害を出す心配がある。また、水持ちが悪くなり除草剤の効果を低下した部分があった。
(3)草丈が60cm以下になると、コンバイン収穫時に収穫ロスがあった。
(4)落水出芽法は、苗立ちが安定向上し。播種深度を確保することにより大幅に倒伏が  減少した。
生育は安定しており普及性が高い。
次年度の計画

(1)基肥にロング肥料を使用して生育状態の検討。.
(2)落水期間を出芽期頃までとしたなかで、落水適期の検討。

4
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区 名 総重 わら重 精籾重 玄米重 収量比 屑米重 籾摺歩合 等級

ゆきまる
ほしのゆめ

922 379 525 381 0 36 72.6 1

11,090 480 594 379 100 91 63.9

区 名 2.2ミリ 2.1ミリ 2.0ミリ 1,9ミ リ 1.8ミ リ 7ミリ 1.7以下

ミリ

1.9以上

ミリ

ゆきまる
ほしのゆめ

1.7 8.5 67.2 14.0 2.8 3.3 91.3

80.70.2 4.4 47.5 28.5 13.8 3.2 2.4

区 名 ゝ
■
）

／
ワ
　́
α
ρ

水 llr' 7
o/
lo

アミロース

%

APS3 白度

13.8 6.5 19.9 64.4

13.5 6.4 20.1 65.0

5

2.7



委託現地実証展示圃成績

農業改良普及セ ンター名 山形県鶴岡田川農業改良普及セ ンター

課題名 高生産性を目指 した湛水土壊中直播栽培に関する試験 。実証

担当専技

担 当普及員

浩

千博

専門技術員

専門改良普及員

三浦

古賀

展示圃所在地

農家名

東田川郡櫛引町大字西荒屋字角田

稲泉 浄人 -, i la

1.耕 種概要
(1)供 試面積
(2)土 壊型・土壊統名
(3)供 試品種
(4)試 験区

硫

NK化 成 50号
NK化 成 50号
NK化 成 50号
NK化 成 50号

各 30a(30m× 100m)
礫質灰色低地土

はえぬき

①区  (条播)試験 ;RR 6+押 し込みローラ、標播 ;3.5kノ 10a
②区 (条播)試験 ;RR 6+押 し込みローラ、多播 ;6よJ10a
③区  (条播 )慣行 :RR6       、標播 :3.5kノ10a

④区 (条播)慣行 ;RR6       、多播 ;6よノ10a
⑤区  (散播)背負動力散布機      、標播 ;3.5kノ10a
催芽後、カルパー粉粒剤で乾籾重の 2倍量をコーティング
4月 19日
(条播)4月 25日  、 (散播)5月  1日
(条播)4月 26日   、 (散播)5月  1日
稲わら ;全量還元

基肥   発 糞

燐加 安 777
硫 安

(5)
(6)
(7)
(8)
(9)
(lo)

(8)
(e)
( ro)

種子予措

耕起

代かき

は種期

土づ くり

施肥

通

KPN

7/18

，
“

Ｑ
υ

ｌ
工

・■

０

０

０

０

３

５

２

２

Ａ
）

■
■

１
■

・■

只
）

■
■

１
‘

Ｐ
０

Ａ
）

■■

Ｑ
υ

ｒｂ

5/19

7/14

，
一
　
・
■

ｎ
Ｖ

ｎ
ι

５

５

，
“
　
・
■

２

２

６

６

０

０

対 )

8

10
10

(11 キックパイ 1キ ロ lkg/10a 5月 5日

ザーペ ックス SM粒 剤  3kノ10a(6月 10日 )
(12)防 除          オ リゼ メー ト粒剤    3kノ 10a(散 播 ;7月 5日 )

オ リブライ ト 1キ ロ粒剤  lkノloa(条 播 ;7月 11日 )
モ ンカ ッ ト粒剤     4kノ 10a(条 播 ;7月 11日 、散播 ;7月 5日 )
プラシン粉剤      3kノ 10a(条 播 ;7月

"日
)

ヒハ・イプ外ハ'ッサ粉剤    3kノ 10a(8月 17日 )
(13)中 干 し        7月 20日 ～ 8月  1日
(14)作 溝          4月 28日 (条播 )、 5月 6日 (散 播 )、 6月 9日
(15)落 水          9月 11日

注 )散播、条播等記載のないものは、共通。

2.成 績結果
は種時の土壊硬度は適正 (コ 'ル琳

・‐ル露出高 ;+0.2cm)で 、は種深は 6 mm程 度であった。
は種作業能率は、移植栽培 とほぼ同等であった。

は種精度は悪 く(11.5%が は種されなかった )、 補植作業に 4時 間程度を要した。
苗立率は 80%程 度 と良好であった。
生育は初期から良好で、最高分げつ期の茎数は散播並であった。

出穂期は、散播に比べ 1～ 2日 程度早くなった。
成熟期は、散播 と同等となった。

試験区と慣行区との収量の差はデータではみられたものの、ほ場全体としては明確でなかった。

標播と多播 との差は、初期茎数の多少はみられたものの、収量的には明確ではなかった。

①、④区で精玄米粒数歩合が低いのは、穂いもちの影響によるものである。

１

２

３

４

５

６

７
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1

試験標①

条  ″ 多②
播 慣行標③
″ 多④

散播   ⑤
試験標①

条  〃 多②
播 慣行標③
″ 多④

散播   ⑤

散 播

試 験

条  ″ 多②
播 慣行標③
″多④

散 播

条  〃多②
播 慣行標③
″ 多④

(11)品 質 は、乳自粒、部分着色粒が全体的にみ られ、区による差は、認め られなかった。

3.主 要課題の具体的データ
(1)生 育調査結果

区

f電 ;75.8 ;17.4

7

∞

５０

∞

６３

８６

丈
　
　
ｃｍ

数

本 /
〓ｍ

葉

数

５

７

５

６

５

８

２

１

１

８

１

２

２

２

１

１３

６０

∞

７３

２０

23.7

24.9

23.1

24.4

23.1

２

１

１

３

１

３

３

３

３

３

３

０

０

０

８

０

９

１

３

０

７

７

５

９

７

７

５

５

７

６

７

７

７

７

７

３

２

５

８

３

９

９

９

３

４

２

３

１

４

２

０

８

８

９

９

６

５

５

５

５

１

３

５

０

５

８

９

９

２

７

３

３

３

４

３

４６

９０

８２

■

９６

０
‐

９

７

２

８

２

０

０

１

２

９

９

９

９

９

・
８

・
４

・
０

３

・
４

“

“

“

４３

４２

１

３

４

３

９

“

４２

“

４５

４１

３

６

４

０

２

５

６

６

１

５

４

４

４

５

４

３

８

０

７

２

５

９

０

３

８

６

５

６

６

５

７３

９４

７６

６３

５２

０

７

７

０
‐

０

８

６

２

８

７

“

４１

３９

３８

４１

・
０

５

・
６

３

・
６

３

１

１

１

１

４

４

４

４

４

４

４

２

６

０

６

４

５

４

０

７

７

６

７

７

７．

２２

７０

５‐

６０

８

８

６

８

９

５

２

２

３

９

２

２

２

２

２

３

１

５

９

０

４

４

３

３

４

禅 長 穂 長 17.1

禅長 ;68.4

稗長 ;67.1

手早if芝 ;70.8

止葉葉数

止葉葉数

止葉葉数

止葉葉数

;33.2

It*;32.0
tL*;26.a
It#;30.2

穂長 ;17.2

穂長 ;16.7

穂長 ;17.7

13.3

12.7

12.8

12.6

135

;30.5

8.*;2e.5
8.*;22.7
8.*;27.3

６

５

ワ

８

０

０８

８４

９９

‐７

０６

・
２

・
０

・
８

・
０

３

０

０

９

０

０

３

４

７

８

２

４

９

８

９

１

７

６

５

６

７

数

数

数

数

穂

穂

穂

穂
２

１

１

３

９

４

４

４

４

３

枚

色

39.9
Ｑ

″

７
′

37.8

‘
〉

＾
ソ

‘
）

Ｄ́

■
）

ｎ
，SPAD

(2)
散 播

区

果

収区

止 葉 1 次葉

は 1.9 mln(LL)網 を使用。

96条 中、 11条 がは種 されなかった (欠 株率 ;11.5%)。

０

０

０

０

１

条

″ 多 ②
慣行 標 ③
″ 多 ④

″ 多 ②
慣行 標 ③
″ 多 ④

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８

６

６

６

６

５散 播

注 ) 屑

(3)直 播は種機のは種精度

4.総 合考察
(1)栽 培法、作業技術等についての課題
1)移 植栽培・直播栽培 (散 播 。点播 )稲 との特性の違いの明確化。
2)高 生産性 を目指 した場合の、適正籾数の設定。
3)直 播連年栽培田における除草体系の確立。
4)穂 肥法 (生育量 と葉色か ら時期、量の設定)の確立。
(2)普 及 における課題
1)欠 粒警報装置の確実な作動。
2)土 壊硬度 に関係 しない 「押 し込みロー ラ」の作動。
3)「押 し込みロー ラ」を使用する際の、土壊硬度の明確化。
4)よ り移植栽培 に近い、点播方式への改良 .

5.次 年度の計画

出 穂 期 (%)
日

日

日

日

日

９

９

８

８

０

月

月

月

月

月

８

８

８

８

８

８

０

８

７

７

６

７

５

５

６

４

１

９

６

２

粒 /ボ 数歩合 %
千

g粒

１

数

2

Ｑ
υ

〈
Ｖ

月

9月 23日

月

月

Ｏ
υ

〈υ

日

日

３

３

日

日

３

３

２

２

屑米重

kρノ10a

44.7

49.4

52.0

52.4

44.5

33,2010

鉾,3∞

30,5∞

36,6∞

31,7(Ю

21.9

22.0

22.2

21.6

22.0

6〔X).4

683.3

643.2

565.7

638.8

126.4

52.9

33.5

81.8

37.9

82.6

90.6

95.0

71.6

91.6
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委託現地実証展示圃成績

農業改良普及セ ンター名 山形県鶴岡田川農業改良普及センター

課題名 自動コーティングマシンにおけるカルパーコーティングの試験 。実証

担当専技

担当普及員

専門技術員

専門改良普及員

三浦 浩

古賀 千博

展示圃所在地

農家名

東田川郡櫛引町大字東荒屋字田中

黒井 徳夫

1.耕 種概要

(1)供 試品種

(2)供 試機械

(3)前 処理

3.主 要課題の具体的データ

(1)試 験結果

1)種子条件

ア)浸種日数

イ)浸種水温度

2)作 業条件

ア)外気温及び温度

イ)ド ラム角度

ウ)設定プログラム

エ)水噴霧圧力

(4)試 験月日

2.成 績結果

(1)設 定プログラムパターン (2倍量 ;15kg)に おける ドラム角度で実施 したところ、コー

ティング性能は良好であった。

(2)コ ーティング後の籾は、やや水分が多いため、 7分間程度陰干 しを行った。

(3)コ ーティング後 3時 間ほどしては種 したが、は種は順調に行われ日詰まりは生じなかった。

,_(4)自 動コーティングマシーンの使用開始直後、調圧弁ス トレーナー (ベ ス トクリーナー)の

目詰まりにより水噴霧圧力を上げても粉っぼくなった。

はえぬき

ヤンマー ;YCT20

網袋 に種籾 (乾重 )を 3kg程 度入れ水に浸 した後、洗濯機で 3分間

脱水 した。

4月 26日

25日 間 (4月 1日 ～ 4月 25日 )

約 12℃

18.3℃  、 85%

50度

2倍重1 15kg

O. 22

-13-



3)作 業結果

ア)作業能率

。作業人数

・ コーティングと前後 して行 う作業

種子投入

種子排出

付着カルバー除去

・ コーティングと並行 して行 う作業

脱水

カルバー補給

水補給

陰干 し

袋詰め

。1行 程の作業時間

・連続作業時の乾籾 10kg当 りの作業時間

200秒

1人

30秒

200秒

180秒

270秒

080秒

420秒

170秒

200秒

030秒

イ)作業精度

。コーティング種子の 1粒重

・乾籾の 1粒重

。乾籾 :カ ルパー

0

0

1

σ77
9{ドgg

028g

12(2倍 量 )

4.総 合考察

(1)自 動コーティングマシーンを使用するにあたり、ノズルのゴミ等を除去 しておく必要がある。

(2)パ ケツに入れる水は、水道水等きれいな水を使用する必要がある。

(3)ド ラムのシャッターが開開しやすいように、改良する必要がある。

(4)ド ラムに付着 したカルパー剤を除去しやすいように、 ドラムの軽量化を図る必要がある。

5。 次年度の計画

-14-



委託現地実証展示圃成績

農 業 改 良 普 及

セ  ン  タ ー
石川県

石川農業改良普及センター

課   題   名 湛水直播栽培の播種時期に関する実証

担当専技、普及員 橋本良一、本田 明

地

名

在所

‥一蓉

圃

‥

一不展

農
石 川 県 松 任 市 相 川 町 2762、 2763

野本与昭

1.耕種概要
(1)供試面積

(2)供試品種

(3)供試機械

(4)播 種 日

33.Oa(112.Om× 29。 4m)

コシヒカリ

ヤンマーRRす こやか 6条側条施肥機付土壊中湛水直播機

試験区4/28、 対照区5/12.播種量3.Okg/10a(乾 籾)、 カルハ
°
…コーティンク
゛

種子 (1:1)

(5)作業行程

(7)施肥体系

(レ
ーサ―゙レヘ
・
ラー)      (卜

゛
ライフ
・ハロー)         (試題失彬携)

5月 8日  サンウエル 1キ ロ粒剤 l kg/10a(試験区のみ )
6月 3日  ザ ー ク Dlキ ロ粒剤 1ヒ /10a
6月 25日  クリンチヤハ゛ス液 1,000倍  100m1/10a

肥 料 名 月 日 施用量 N P K

基 肥

穂 肥

スーパー ア ミノ 2号
(8-12-10)

スーパー ア ミノ 3号
(10-5-10)

試 4月 28日

対 5月 12日

7月 26日

35kg/10a

20kg/10a

2.8   4.2   3.5

z.o 1.0 'z.o

計 4.8   5。 2   5.2

(8)収穫 日 試験区 9月 21日 、対照区 9月 25日

2.成績結果
(1)出 芽苗立は 4月 播種の試験区では平年より気温が低い中での出芽 となったが出
芽苗立歩合は高く110本 /Πfで あった。対照圃場の播種から入水 (5日 後)ま での
間に干せ過ぎとなり苗立が低下した。
(2)生 育は初期生育が良好で、分げつの発生も順調であった。最高分げつ数は 4月
播きで493本 /ポ、5月 播き353本 /nfと 少なくやや時期が遅くなった。
(3)収 量は基肥・穂肥を有機物50～ 60%を 含む肥料を使用 していることから穂数が
不足 し、一穂着粒数の増加が無くΠf当 た り総籾数が減少 した。登熟期は好天
で経過 したことから4月 播きの登熟歩合が88.8%と 高かったが 4 5 1kg/10aに と
どまつた。

(4)倒伏は台風16号 (9/15)、 18号 (9/23)に よる大雨によつて倒伏 した。

(サフ
゛
ソイラー)

(6)除草体系

(プ ラウ)

散布日

心土破砕3/1 反転3/29 均平=砕土・鎮圧4/15 代かき 試4/21対 5/5 播種・施肥

-15-



苗立数 本/ポ

77

110

3。 主要課題の具体的データ

(1)出芽苗立

区 名 苗立率 %

試験区

対照区

85
60

(2)生育調査

項  目
対   照   区

草丈cm茎数本/ポ 葉数L 葉色
８

８

８

８

８

１

２

　

２

／
／
／
／
／

６

６

６

７

７

16.2
30。 6
34。 4
41.2
69,1

77
187
310
353
280

３

５

６

８

０

２

０

７

２

７

０

３

５

５

Ｅ
υ

′
”

Ｑ
υ

う
０

(3)成熟期調査

倒 伏

試験区 3ハ‐4

対照区 3～ 4

(4)収 量調査 (kg/10a)

屑米重

試験区 78

対照区 21

(5)収量構成要素

千粒重

試験区 22.3g

対照区 22.6

4総合考察
(1)本試験のように有機物50～ 60%を 含む肥料を使用 した場合、4月 28日 播種の方
が茎数確保が有利である。

5次年度の計画

試1   験   区

草丈cm茎数本/ポ 葉数L葉色
１

５

２

６

４

220
413
493
440
410

5.2
7.5
8.8
10.0
12.2

一

５

４

３

３

０

３

５

５

′
■
４
ニ

50。

7

■
１

４

ム

●
乙

●
０

出穂期 成熟期 稗長釧 穂長皿 穂数/ピ 有効茎歩合

8月 12日 9月 21日 86.0 18.0 363本 73.6%

8月 14日 9月 25日 85,9 17.7 69.2

わ ら重 玄米重

552 678 451

485 379

穂  数 一穂着粒数 総着粒数 登熟歩合

363本 /nf 68.1 ‐粒 24,700粒 /nf 88.8%

263 73,1 19,200 76.4
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普lセンター名 滋賀県中部地域農業改良普及センター

課題名 水稲湛水土壌中直播栽培に関する実証

担当専技 林 吉一 (滋賀県農林水産部農産普及課 専門技術員 )
担当普l員 森野 真 (滋賀県中部地域農業改良普及センター 改良普及員 )
展テ固所在地 滋賀県八日市市柴原南町

農家名 柴原南あすなろファーム (42戸 、水田面積35ha、 H10.1設 立、協業経営組織 )

1.耕種概要

試 験 区 名 条播 (8条 ) 条播 (10条 ) ラジコンヘ リ散播

(1)供 試面積 355a(5筆 ) 365a(3筆 ) 522a(7筆 )

調査ほ場の面積 89a(93m× 96m) 94a(約 90m× 100m) 69a(69m× 100m)

(2)品   種 ゆめお うみ キヌ ヒカ リ 日本晴

(3)土 壌条件 乾田、細粒

ほ場整備後 2年 目

乾田、細粒

ほ場整備後 2年 目

乾田、細粒

ほ場整備後 1年 目

(4)種子予措 浸種後カルパー粉粒剤 16を 乾籾重の 2倍 量湿粉衣

14月 23日       i5月 5日
:                  l

4月 23日

(5)代 かき 4月 22日 4月 22日 5月 5日

(6)播種 日 4月 24日 、 25日

(調査ほ場は24日 )

4月 24日 、 25日

(調 査ほ場は25日 )

5月 6日

(7)使 用播種機 ヤンマー湛水土壌中施肥直

播機8条 (高精度水稲湛

水条播機 )

M社湛水土壌中施肥直播

機 10条 (高 精度水稲湛水

条播機 )

ヤンマーラシ
゛
コンヘリYH300

(散布幅7.5m)

‐
(8)播種量 (乾籾重 ) 3.7kg/10a

(設定3.9kg/10a)

3.6kg/10a

(設 定4.Okg/10a)

4.Okg/10a

(設 定 4.Okg/10a)

(9)施 肥実績

(N― P― K)

元肥

追肥

穂肥

4/24

6/20

7/17

7/24

2.6-1.5-2.2

2.8-1.6-2.4

2.8-1.6-2.4

1.4-0.8-1.2

4/25 3.4-3.4-3.4

6/13 2.1-1.2-1.8

7′ 10 2.8-1.6-2.4

7/24 1.4-0.8-1.2

征

鉦

7/20 2.8-1.6-2.4

(10)水 管理 4/24播 種後自然減水

5/1入 水後自然減水

5/4降 雨後強制落水

5/6出 芽確認・入水

4/25播種後 自然減水

5/1入 水後 自然減水

5/4降 雨後強制落水

5/6出 芽確認 。入水

5/6 播種後自然減水

5/13出 芽確認・入水

(11)除 草剤散布 5/11 キックだイ1キロ粒剤 5/11 キックだ (1キロ粒剤 5/16 キックだ イ1キロ粒剤

(12)病 害虫防除 7./17

8/22

ォリセ
゛
メート粒斉1

カスラデスミハ・ッサ粉剤

7/10

8/ 9

オリセ
・メート半立斉1

カスラデスミバ ッサ粉剤

7`21 ォリセ メート1立斉」

8/28カスラフ・スミハ'ッサ十分剤

(13)収 穫 9月 11日 9月 18日 10月 2日
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2.成績結果
(1)播種作業時間
条播 (8条 )区 の播種時間は 13分 42秒 /10aで 、従来の 6条 の播種機 (22分 /10a:H10結 果 )と 比較 し
て約 3分の 2に 短縮 された。条播 (10条 )区 については作業速度が0.86m/sと 8条 の 1.00m/sに 比ベ

て遅かったために、播種時間は 15分 57秒 /10aと なった。
ラデコンヘリ散播区は条播に比べると格段に作業能率が高く、播種時間は 2分 52秒 /10aで 、522aを 約 3

時間半で播種できた。

(2)出 芽、苗立 ち
今回試験 に用いた高精度播種機は播種深が一定 とな るよ うに改良が加 え られ てお り、表 面出芽は8条

区では3.3%と 従来の播種機 と比べて少な くなった。
4月 24, 25日 播種の条播 区については苗立 ち率はいずれ も 42%と やや低 くなった。播種後低
温に経過 した こと及び催芽が不十分であった ことが原因 と考 え られ る。 ただ し、播種後出芽 まで入水

しない水管理 を行った ことで最低 目標の 50本 /パ 以上の苗立ちは確保でき、その後の生育収量には影
響なかった。

5月 6日 播種 のラデコンヘリ散播区については、播種後入水 しない水管理 を徹底 した ことお よび播種後の

天候が良かった ことによ り苗立 ち率は 93%と 非常に高 くなった。

(3)苗 立ち後の生育
条播区では、苗立ち後の生育は順調に経過 し、 6月 中旬には有効茎 400本 /ぶ 前後が確保できた。
しか し、ほ場によっては元肥、追肥の不足により幼穂形成期の栄養状態が悪 く (葉 色が薄 く)な り、
目標穂数の 415本 /ぶ以上は確保できなかった。
ラデコンヘリ散播区では苗立ち数が多かつたために 6月 中旬には茎数が900本 /ポ を越え過繁茂 となった。

しか し、追肥を省き、穂肥の施用量も少なくしたため、例伏程度が大きかったのは全体の 4分の 1程

度で、収穫作業に大きな支障はなかった。

(4)雑草の状態
一発処理剤の散布ではぼ抑えることができたほ場 もあるc しか し、一部のほ場では後発の雑草が発
生 し中期剤の散布や手取 り作業を行った。播種後出芽まで入水せず、ひび割れがひ どくな り水持ちが

悪 くなったため、除草剤の効果の持続期間が短 くなったことが原因 と考えられ る。

落水処理で水持ちが悪 くなるほ場では中期剤 との体系処理を前提に対処す る必要があるもの と考え

られる。

(5)収 量
全体 (12.4ha)と して移植 とほぼ同等の 目標収量 5 4 0kg/10aを 確保できた。

条播 8条 区については、施肥量が足 りなか ったため穂数が 目標 を下回 り、収量は実収で 519kg/10aと

やや 目標 を下回った。条播 10条 区については、穂数はやや 少なか った ものの、登熟歩合が高かった
ため 目標収量の 5 4 0kg/10aを 確保できた。

ラデコンヘリ散播区については、穂数が十分確保で き、倒伏 もひ どくな らなかったため、実収で 562k
g/10aと なった。

(6)品 質
本年は、一般の移植栽培では、初期生育が旺盛であったことに加 え 7月 下旬から 8月 上旬にかけて

夜温が高く日照時間が少なかったため、早稲品種 (コシヒカリ,キヌヒカリ)で 乳白米が多発 し、 1等 比率は過
去最低 となった。 しか し、直播栽培では出穂期が移植栽培 より7～ 10日 程度遅 く登熟期の気象条件が
比較的良かったことと、生育量 も多すぎなかったため乳白米の発生は少なくな り、 1等 比率は 100
%と なった。
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3.主 要成果の具体的デー タ

表 1 播種作業時間、出芽調査結果

表 2 生育調査結果

表 3 収量調査

※実収は供試面積全ほ場の実収の平均値

表 4 同地区の移植収量

品   種 実   収

ゆめお うみ 5 5 1kg/10a

キヌヒカ リ 5 5 9kg/10a

日 本 晴 5 7 4kg/10a
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試 験 区 名 条播 8条

ヤンマー8条高精度播種機

条播 10条
M社 10条 高精度播種機

ラジコンヘ リ散播

ヤンマー ラジコンヘ リ

播種作業時間 13分 42秒 /10a 1 5分 5 7春少/10a 2分 52秒 /10a

出芽深 さ平均 5 mm(標 準偏 差 3.Omm) 6 mm(標 準 偏 差 4.2mm)

表面出芽の割合 3.3% 10.8%

浮・転び苗の割合 3.0% 8.7%

苗立数 苗立卒 6/1 6/15 6/30 7/11

ゆめお うみ

(ヤンマー8′農|)

本/m

55
%
42

草丈(cm)

茎数(本 ■)

葉色(SPAD)

21.3

110

34.0

375

33.8

49.5

582

37.0

61.9

503

28.2

キヌヒカリ

(三菱10条 )

本/11

57
%
42

草丈(cm)

茎貴(本 11)

葉色(SPAD)

21.2

127

29.2

406

35.5

55.2

530

37.6

63.0

482

30.5

日本晴

(ラシ
゛
コンヘリ)

本/1n

138

%
93

草丈(cm)

茎費(本 II)

葉色(SPAD)

21.9

205

47.2

809

35.7

59.1

766

27.9

出穂期 成 熟 期 調 査

8/14 9/18

|

稗長 (cm)

穂 長 (cm)

倒伏程度 |

68.9

18.6

毎

8/ 4 9/11

稗長 (cm)

穂長 (cm)

倒伏程度

72.3

17.9

鉦

8/18 9/30

稗長 (cm)

穂 長 (cm)

倒 伏程度

79.9

19.4

1^‐ 4

区 分 穂数

本 /耐

1穂

籾数

総籾数

粒/耐

登熟歩合 千粒重

g

精玄米重

kg/10a

実収※

kg/10a

1等

比率%

(目 標値 ) (415) (70) (85) (22) (540)

ゆめお うみ (ヤンマー8条 ) 370 72.3 26,751 79.2 22.7 563 519 100

キヌ ヒカリ(三菱 10条 ) 73.0 27,448 88.3 22.8 572 540 100

日本晴 (ラ ジコンヘ リ) 508
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― _―
― ― ― ―

562 100

＼ 、
＼

＼＼
＼ 、
＼

29.4

917

32.9

376



4.総 合考察

(1)播 種機
今回試験に用いたヤンマー8条高精度播種機については完成度の高い機械で、播種精度は高 く、作業能率

も高いため、即、実用化可能 と思われた。M社 10条 機については馬力やフロー トの耐久性等に問題があ

り、若干の改良を要すると思われた。

ラデコンヘリについては、非常に作業能率が高く魅力を感 じた。オヘ
=レーター等が確保 され機械を効率的に使

用できる体制が整 う地域で、かつ、まとまった面積で直播をする場合には選択肢の一つ として有望で

あるよ うに思われた。

(2)栽培方法
ア.播種時期

日平均気温が 15度 を上回る 4月 27日 頃が播種の早限と考えている。今年のように気温が低い年
でも必要な苗立ち数を確保できたことか ら、問題ない ものと考えられ る 3

-方、晩限については、安定 して移植並みの収量 (540～ 600kg/10a)を 得るためには、幼穂形成期
までにある程度の生育量を確保する必要があ り、そのため 5月 10～ 15日 が限界 と考えられる。

イ.水管理
2, 3年前か ら播種後出芽まで入水 しない水管理を始めたが、結果は良 く、大半の農家が実施す る
ようになってきた。低温の年は出芽するまで 1週 間以上かか り、ほ場のひび割れがひどくなるので、
そのよ うな場合には、一度水を入れて再び落水す る管理を行 う必要がある (特 に水持ちが良くないほ

場 )。

ウ.施肥設計

今年収量が 目標の540kg/10aに 届かなかったほ場の主な原因は、施肥量不足 と考えられる。幼穂形成

期前に葉色が落ちすぎないように、基肥 (側 条施肥)の 施肥量を増量する必要があるc

工.除 草体系

水持ちの良いほ場では一発処理剤の 1回処理 も可能である。 しか し、後発雑草の発生始期を確認す
ることは難 しく、特に大区画のほ場では気づいた時には手遅れの場合 もある。播種後出芽まで入水 し

ない水管理が前提のため、中期剤 との体系処理 も検討する必要がある。

.次年度の計画

同地域の次年度直播面積は約 2 0haの 予定である。播種機については 8条播種機を導入する計画。
普及センターとしては、湛水直播の面積拡大に向けた取 り組みを積極的に展開する計画をしているが、そ

の中で同地区を推進の拠点に したいと考えている。

5
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委託 現地実証展示 圃成績 (平成 11年 度 )

農 業改良普及セ ンター 徳 島県阿波 麻植 農業改 良普及セ ンター

課 題
″
■コ 水稲湛水土壌 中直播栽培の地域適用性の実証

担当専技 ヽ担当普及員 大塚慶治 (普及員 )。 広田年信 (専技 )

展 示 圃 所 在 地

農    家    名
徳島県麻植郡川島町字八幡 254
工藤綾富

1 耕種概要
(1)供 試面積  12.5a(74m× 17m)
(2)品  種  日本晴
(3)種 子予措
乾籾 1・ Okgを 準備
種子消毒 → 水浸漬・催芽 (平均 2 mm程 度出芽 )
→ 脱水 (脱水後 12.5kg) →  カルパー粉剤 16を 20kgコ ーテ
ィング → 風乾後湛水直播
・ コーティングには、 YCT-20型 自動 コーティングマシー ンを用 いた。

(4)湛 水直播
圃場条件  砂壌土
代かき期
1  5月 18日

播種期    5月 20日 (晴 )
播種量   乾籾 3.4kg/10a
供試機械   ヤンマー RR-6型  6条 用湛水直播 。施肥機
(5)施 肥
直播時 に高度化成肥料 (16-16-16)を 側条施肥方式 にて施用

施用量は 30kg//10a
(6)除 草剤
①サンウェル lkg粒 剤  5月 27日 散布 (lkg/10a)
②バサグラン粒剤    7月  5日 散布 (3kg/10a)
(7)病害虫防除
実施せず

2 成績結果
(1)自 動 コーティング機 を用 いてカルバーコー ト作業 を行った。発芽 した芽 は折れ
落ちたが、コーティング作業は順調であった。

(2)圃 場に高低差があ り、高いところでは覆土が不十分 とな り、一部欠株がみ られ
た。また、雑草 も一部残 ったが問題 になる程ではなかった。

(3)鳥 害防止のため湛水出芽 を実施 したが、苗立本数は 100本 /ボ 、苗立率は
79%(計 算値)と な り、昨年 (103本 、 77%)同 様 に出芽は順調であった。
(4)直 播後 1カ 月足 らずで有効茎を確保 し、軽い中干 し (雨 のため、ひび割れない
程度 にしかできなかった)を 実施 した。播種後約 42日 頃に最高分げつ期 とな り
700本 /ぷ の茎数が得 られた。一方、成熟期の穂数は 397本 /ボであ り、有
効茎歩合は 57%(前 年 50%)と なった。
(5)ワ ラ籾比 (■ .36)が 大 きく過繁茂の生育 となった。また、生育中期以降の
肥切れのため、弱小穂 とな り、屑米 も多かった。

-21-



3主要結果の具体的データ

(1)生 育調査

月

＞

年

日

査

月

調

＜

草 丈
(cm)

茎 数  葉 色
(本 /ぷ )

草丈×茎数 ×葉色
(千 )

6//17
7/  1
″ /  10
了/  0
7/14
8/ 6

28

49

59

61

85

409

700

680

624

455

37

35

31

30

注)葉色は、葉緑素計を用いて展開第 2葉 中央部を測定した

(2)生育状況調査

調査区名 出穂期
(月 日)

成熟期
(月 日)

稗長
(cm)
穂長
(cm)

倒 伏
(0～ 4)

穂   数 病害虫
(本 /ボ )

実証区

移植区(対照)

8/17

8/18

9/′ 23

9′/26

74

79

18.5

21.0

397

327

葉 いもち :少

な し

1.4

9

注)移植水稲 [6月 11日 植え]の 値を対象区として示 した

(3)収量 。品質調査

調査区名 わら重 精籾重
(kg/10a)(kg/10a)

精玄米重
(kg/10a)

屑米重
(kg/10a)

千粒重
(g)

蛋白含量 等級
(%)

実証区

移植区(対照)

833

738

613

7816

470

5513

22.0

23.2

20

4

8

8.1

1

1

注)蛋自含量は、CS-2000型 測定器で調査 した

4 総合考察

(1)自 動コーティングマシーンについては、作業員の負担を軽減すると共に作業 ミ

スも回避できるので、大量に処理する場合にはメリットが大きい。

(2)実証担当農家での聞き取 り調査によると、収量 520kg/10a、 例年 と比

較して 1割増収であつたことから、ほぼ満足できる結果 となった。

(3)生育に関しては、過繁茂が問題 となったが、播種量、施肥及び水管理の改善に

ょって解決できるものと思われた。

分けつの発生状況から考えると、苗立本数 60～ 70本 /ゴ 、播種量は乾籾で
2.5kg程 度が適当でないだろうか。

(4)栽培に関して特に大きな問題点はなかった。実際の普及に際しては、経営面で

のメリットがポイントであ り、農業経営全般を含めた指導が重要であると思われ

た。
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2)全 国システム化研究会

課題 :稲作の省力化 と高品質化のための新技術 (直播栽培 )実証調査

担当 :山形県長井農業改良普及センター

1。 目 的
稲作経営において、省力・低コスト化が一層重要になってきており、その一技術として本
県では直播栽培の導入が進んでいる。近年は稲作主業農家での取り組みが特に増加してきて
おり、また、大規模稲作農家を中心に省力技術として関心が高まつている。一方、これまで
散播が主体であったが、徐々に条播による播種様式が増加してきている。
白鷹町では、大区画圃場整備を契機に地域担い手への農地 。作業の集積が図られ、規模拡
大が進んでいるが、大区画圃場を中心とした省力作業体系の確立が求められている。
このため、本調査では、大区画圃場における側条施肥田植機の汎用化による水稲直播栽培
体系とその普及定着条件について検討する。

2。 圃場設置場所・担当農家 (集団)と経営規模
圃場設置場所 :山形県西置賜郡白鷹町大字箕和田
担当農家 :農事組合法人 サンファームしらたか
経営規模 :水稲 :37ha 作業受託延べ27ha メロン640坪  しいたけ :2万菌床

啓翁桜 2万本

3。 調査担当者名 :三浦 浩 (農業技術課専門技術員)
遠藤昌幸 (長井農業改良普及センター)

4。 調査方法
(1)水稲の栽培概要
供試品種 :はえぬき               除草剤 :5/13 フ・ッシュ粒剤
栽培様式 :実証区 側条施肥田植機条播          6/5 ハ

゛
ス―゙力1キロ粒剤

慣行区 移植             防 除 :6/23 7/22 8/5 8/19
(参考)高精度直播機条播       収 穫 :10/4

播種時期 :4月 30日
播種量 :乾籾 3.6kg/10a(カルハ°-2倍量コーティンク゛)
施肥量 :基肥 3.6贈/10a 追肥 5/29 6/5 6/23 7/16 合計 10。 4kg/10a
(2)調査ほ場の概要
基盤整備施工年次 :1997年  圃場面積 :105a(一 筆)前 作物 :水稲 (移植 )

(3)当 該農家 (集団)における機械化作業体系と実証した作業 (図示)

。実証区 (湛水直播 :側条施肥田植機利用 )

種子消毒→浸種→コーティング

均平 →耕起→代かき→ →除草剤散布→追肥→

いもち粒剤散布 → 作溝 →追肥→ 収穫 → 乾燥 。調製

播種・側条施肥
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(4)実証した各種作業とその調査結果

(5)生育・収量・生産費調査

区分

作業名

作 業
面 積
r_L≡ L、
」ヽヨユノ

(ha)

作業

月日

組作
業人

員

(人 )

ha当たり作業時間
使用機械及び

内容
使用資材内容、
姜註

」E

(ha当 り)

機械利
用時間

人力
時間
延べ作
業時間

均平作業 1.05 4/

4/
1

1

0

9

2

1

2.5

6.0
1 0 3.5

6.0
クローラトラクター,(KMl

00-D)、  レーサ―゙

フ
°
ラウ  レベラー

播種作業 1。 05 4/30 2 3.0 3。 0 6.0 側条施肥田植機

(SPA65)

コーティンク
゛
籾 120蛇

エムシロン042 363kg

除  草 1。 ()5 5/

6/
113

5

1

1

1。 0

1.0

0

0

1

1

1.1

1.1

動力散布機
動力散布機

サンウェル 10kg
ハ
｀`
ス―゙力 10kg

水 管 理
作  溝

1

1

05
05
随時
7/ 8

1

1 1 0

7.0 7.0
1。 0 ヒ―゙クル+作溝装置

追  肥 1.05 5/29
6ノ
′ 5
6/23
7/16

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0。 2

0。 2

0.2
0.4

1。 2

1.2

1.2

1。 4

動力散布機
動力散布機
動力散布機
動力散布機

硫安 76kg
硫安 76kg
硫安  76kg
IB 4号 200kg

病害虫
防 除

1。 05 6/23
7/22
8/ 5

8/19

1

1

1

1

0.8
0。 7

0。 7

0。 7

0.2
0.3

0。 3

0。 3

1.0

1.0

1。 0

1.0

ヒ―゙クルキ粒状物
散布機
ハイクリフ…゙ム
サlイクリフ―゙ム

ハイクリフ―゙ム

オリセ
゛
メート30kg

フ
゛
ラシン 1500cc

カスラフ
゛
,ヽ

゛
リタ
゛
1000cC,

Hr.シ
゛
ョーカー 500cc、

ヒ―゙ムソ
゛
ル1000cc、  スミ

チル乳剤 1000cc

収穫作業 1。 05 10/4 4 2.5 7.5

|

10。 0 汎用コンハ
゛
イン(SR

H1400)

出芽始め

(月 日)

苗立数

本/ポ

苗立率

(%)

幼穂形成期 減数分裂期

( 月 日)月  日 草 丈 茎数 葉色

実証区 5/ 7 21 16 7/18 63.2 440 44.6 7/31

慣行区 7/13 57.3 550 42.3 7/26

参考 5/ 7 25 18 7/18 61。 1 410 44.5 7/31

出穂期

(月 日)

成熟期

(月 日)

稗長

(c■ )

穂長

(c■ )

穂数

{本 /ピ )

荘蒙
(粒 )

ポ籾数

(万粒 )

1業菫
{k`/101)

渠肇
{kg/101)

モ粒
重
(g)

彗幕

実証区 8/12 10/4 81。 0 20。 0 406 81.2 3.30 555 511 22.8 1等

慣行区 8/ 7 9/25 72.8 19。 0 443 63.5 2.81 563 540 22.5 1等

(参考 ) 8/12 10/ 4 79。 4
０
０

０
０ 386 78。 0 3.01 537 503 22.9 1等
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(6)実証技術導入による経営的効果
実証地区では大区画ほ場整備にともない地域農業の担い手である当法人への農地 。作業
の集積が進み、移植や収穫作業の適期作業が困難になりつつあった。また、面積の拡大に

ともない育苗枚数も増加することから、新たな育苗施設の建設や、育苗にかかる雇用を拡
大することが必要となってきていた。
実証技術導入の結果、直播栽培と移植栽培の組み合わせにより、労力の分散と軽減が図
られた。また、現在の育苗施設規模での作付面積拡大が可能となった。今後、直播面積を

拡大することで、労力の分散を図った規模拡大が可能であり、生産コス トの低減も期待で

きる。

(7)その他 (目的に対する成果等を記入 )
大区画圃場における直播栽培において、播種後の水管理の問題もあり、苗立数が少なく
生育量不足が懸念されたがその後の追肥対応等により目標とする収量は確保することがで

きた。直播栽培の導入により育苗にかかる労力を増加することなく規模拡大が可能である
ことが実証された。

5.結果の要約
(1)生育 。収量について :

出芽後にやや深水管理となったことなどから目標を大幅に下回る苗立数となったが、そ
の後の対応により生育量の確保に努めポ当たり籾数は慣行区を上回った。出穂期は慣行区
に比べ 5日程度遅かったが、平年に比較し4日～ 5日程度早かった。遅発分げつの発生も
多く登熟不良が懸念されたが、登熟条件に恵まれ、慣行区対比 95%の 収量を確保するこ
とができた。

(2)使用機械について

均平作業については、作業時に圃場の一部に水があったことから十分な均平ができなか
ったが、回場全体の 80%程度は均平化が図られた。均平の精度向上のためには圃場条件
が良好な状態での作業が重要であると考えられる。
側条施肥田植機利用による播種は、田面水が圃場の約半分程度残った状態で作業を行っ

た。播種溝の深さは1.5cm程度であり、覆土装置の使用により概ね適正に覆土が行われた。

覆土装置は昨年のものに比較し圃場条件による調整機能が向上している。無覆土区も設置
したが出芽・苗立ちに差はなかった。播種精度、施肥精度について大きな問題はなかつた
がコーティングの仕上げ不良による目皿の詰まりがあつた。作業時間は 180分/haで
あった。
高精度直播機による播種は、側条施肥田植機利用による播種と同時に実施した。播種溝
は lcm程度であった。田面の硬さに応じた覆土が可能であつたが、日面の固いところに
ついては覆土されない部分もあった。播種量は計画どおりに投入されたが、施肥量は多め
となった。作業時間は 124分/haで あった。
ビークルを使用した粒状物散布装置によるオリゼメート粒剤の散布及び作溝により大区
画圃場での労力軽減が図られた。粒状物散布装置の精度は高く均一に散布された。ビーク
ルの走行跡を作溝として使用することも可能であると考えられるが、用排水管理をより適
切に行うためには作溝を行ったほうがよいと思われる。
収穫は汎用コンバインで実施し、作業時間は 152分/haで あった。実演機の装備の
関係から通常の作業速度での収穫ができなかったが、籾の選別も良好であり特に問題はな
かった。大区画水田を利用した水田営農の中で大豆等との組み合わせで利用することによ
り効率的稼働が可能となる。
(3)機械化体系について
大区画圃場での直播栽培では田面の均平が重要であり、レーザープラウ、レーザーレベ

ラーによる均平作業の効果は高いが、積雪地においては春先の短期間に2つの作業を行う
ことは天候にも影響され困難であることから、秋作業との組み合せで実施することでより
精度が向上するものと考えられる。
県内における直播の播種適期は、 4月下旬～5月 上旬であり、移植適期の前に播種作業
を終了することができることから、同一機械を使用した直播栽培は作業上の支障も少なく、
機械の稼働面積を拡大することが可能であリコストの低減にも有効である。
大区画圃場での水田管理ビークルの利用場面は多いと考えられ、全体作業体系を踏まえ
た播種機の選定が必要になると考えられる。
6.残された課題  .
大区画圃場における水管理及び除草剤施用、追肥の省力化
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課題 :稲作の省力化と高品質化のための新技術 (直播栽培)実証調査

担当 :福島県 会津坂下地域農業改良普及センター

目 的
「高精度水稲湛水直播機」を活用しコシヒカリの省力・高品質直播栽培の技術実証を行う。

2.圃場設置場所・担当農家 (集団)と経営規模
福島県大沼郡会津高田町八木沢地区 21八木沢稲作組合 (代表 長峯伝一)
水稲直播団地 103ha

3.調査担当者名 :農業経営指導課 主 査 (専門技術員) 荒川市郎
会津坂下地域農業改良普及センター 副主査 穴澤 崇

4。 調査方法
(1)水稲の栽培概要 水稲湛水直播一団地  103ha

作業方法 品種 面積 (ha)

条 。点播機 コシヒカ リ、ひとめばれ

(う ち高精度条播機 コシヒカ)

(ひとめばれ)

17. 3
(3. 7)
(1.9)

有人ヘリコプター ひとめばれ 82.2

無人ヘリコプター ひとめばれ 3. 2

(2)調査ほ場の概要 :基盤整備後 2年 目 (前年水稲直播) 面積 46a、 埴壌土

(3)当該農家 (集団)における機械化作業体系と実証した作業
耕起・代かき →  播種 → 除草 → いもち病防除 → 刈取
種子粉衣 →  「高精度水稲湛水直播機」

(4)実証した各種作業とその調査結果

作業時間】 作業面積組
(haリ
作竜0員 (t淑盟 21組合 個人

耕起代かき 0.46 11.6 ○

基肥施用 1。  3 1. 3 ○

種子予措 0. 9 19 0. 9 ○

種子コーティンク
゛

9。  0 21 9。  0 ○

目圏重] 十‐7■ 2′ 2‐13 12。  0 ○

水管理
102.7
0。 46

12

1

5。  0
2 5. 0

○

○

除草 52. 7 10 1。  2 ○

追肥 0.46 6. 5 ○

病害虫防除 102.7 19 0。  4 ○

畦畔除草 0.46 9。  1 ⌒
∪

刈取 0.46 6。  9 ○

合計 88.9

※乾燥・調

製はカン

トリーエ

レベータ

利用。

●作業時間は、 lha当たり88.9時 間と移植栽培 (H10年農林統計県平均 337.3時 間)
の約1/4と大幅に省力化が図られている。
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【播種機の現地実績】
・作業性能  :圃場作業量 0.59ha/h

有効作業量 1。 03ha/h
・播種深度  :播種深さの設定は浅め作溝 (0.7cm)で あったが、

0。 4cmとやや浅かった
。苗立ちの均一性 :平均苗立ち本数は 73。 6本/ポであった。この圃場においては

播種部のジャバラにより種籾の落下が阻止され(詰まり)、 播種され
ていない部分と詰まった種籾が一塊で落ちた部分がありやや均一性
に欠けた。

(5)生育・収量・生産費調査
。苗立ち :播種後の朝方の冷え込み (最低気温4/29:2。 1℃、4/30:0。 6°C、 5/1:1。 3℃ )
により出芽も遅れやや苗立ち率が低かった。
。生育・収量 :幼穂形成期の草丈は移植並み、茎数は移植を上回っていたが、成熟期の稗
長、穂数とも移植より少なかった。ポ籾数も移植の約 8割と少なく、収量が移植に比べ

|スθ鮮Okg/10a低 かった。倒伏は全体的になびいたものの、収穫には影響なかった。
品質は全量 1等級であった。
・生産費 :10a当 たりの費用は89千円と有人ヘリよりも約 3千円高いものの移植 (H
10年農林統計県平均 124千円)の約 7割と低コストとなつている。今後は、所得向
上のため収量のアップが重要である。

(6)実証技術導入による経営的効果
・条播機の場合、播種作業を外部委託 (有人ヘリ、無人ヘリ)せずに、地域の担い手が播
種作業を受託することが可能となり、将来、播種 (耕起)から収穫までの全作業受託、
さらに農地の流動化が一層進むと考えられる。
・ 1日 の播種作業面積が 5ha前後実施できることから、{代かき→種子粉衣→播種→除
草剤散布 }の作業単位での作業スケジユールの作成、労働力の確保が重要となる。

(7)その他 (目的に対する成果等を記入)
。担い手を中心に「条播」は栽培管理、収穫作業がしやすく、直播「コシヒカリ」栽培に
有望であるとの認識が浸透しつつあるので、直播団地の再編と直播栽培の定着につなが
つていくと期待される。

5.結果の要約
・収量面ではやや不満が残るものの、「高精度水稲湛水直播機」による直播栽培の省力・
低コストの効果が確認できた。
・直播「コシヒカリ」の導入により直播栽培の定着・拡大が期待される。

6.残された課題 (普及上の問題点等を記入 )
。「高精度水稲湛水直播機」の能力を十分活用するためには、圃場の団地化と熟練したオ
ペレーターによる作業を実施するため、分業体制が必要である。
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課題 :稲作の省力化と高品質化のための新技術 (直播栽培)実証調査

担 当 :茨城県 麻生地域農業改良普及センター

1。 目 的
大規模経営による効率的で生産性の高い米づくりを目的とした直播栽培の導入について、
移植栽培と比較し、省力性・生産性 (収量・品質)の検討を行う。

2.圃場設置場所・担当農家 (集団)と経営規模
設置場所 :行方郡潮来町延方 60a
担当農家 :吉川 光一 (潮来町大規模水田作研究会)
経営規模 :作付 1 lha 作業受託 8 ha

3。 調査担当者 :中崎 勝好 (稲作専門技術員) 中島 久仁夫 (麻生普及センター)

4。 調査方法
(1)水稲の栽培概要
当該地域は、半湿田地域である。移植栽培のみであり、直播栽培は未導入。

(2)調査ほ場の概要
半湿田。土壌は、強グライ土壌 (砂壌質沖積土 ) ゆめ分だЪ

(3)当該農家 (集団)における機械化作業体系と実証した作業 (図示)

実証区 (湛水直播 )
種子浸漬→ カルバー粉衣
耕起→代かき→施肥→ 播種 →除草剤散布→防除→収穫 。調整

慣行区 (移植)
種子浸漬→播種→育苗
耕起→代かき→施肥→移植→除草剤散布→防除→収穫 。調整

(4)実証した各種作業とその調査結果
播種
播種深度 :特に問題なし。ただし、覆土については一部覆土漏れがみられた。
播種量 :作業速度が速い部分の播種量は少なく (平均42粒/m)、 遅い部分の播種量は
多い (56粒/m)傾向がみられた。
水管理
播種後、落水状態を保ち田面にひびが入る程度まで充分に固め、出芽を確認後入水
した。その後除草剤を施用後 15日 間湛水状態を保ち、その後は倒伏防止のため、 3日
入水→ 3日落水を繰り返し、田面を固め、根の伸長を図った。茎数の確保を確認し、
6月 23日 より中干しを行い、その後は間断灌水を徹底した。8月 20日に同地区の用水
が停止したが、登熟期であり水が必要な時期であったため、河川よリポンプで入水し
た (8月 31日・ 9月 7日 )。
除草
計画に基づきキックパイ lkg粒剤を施用したが、播種後の落水期間が長いことか
らノビエ 。オモダカ等の発生がみられ除草効果は不十分であった。このためクリンチ
ャーバスME液剤を使用し追加除草を行った。
追肥
生育状況に合わせ、幼穂形成前 1回、形成後 1回の追肥を実施。
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病害虫防除
病害
イモチ病 (葉イモチ)・ 紋枯病の発生がみられたがいずれも小発生であり、キタジ
ンP・ バリダシン乳剤の散布により実害はみられなかった。  

‐~~~‐

虫害
出穂後、スミチオン乳剤によリカメムシ類の防除を行ったため斑点米の発生は少な

雫こ電:し
かし、アザミウマ類によると推察される黒点米の発生がみられ、等級が低

鳥害
発芽当初より、カラスによる被害がみられた。鏡・吹き流しの設置により被害は軽
減され、実害はないと考えられる。             ~~

(6)実証技術導入による経営的効果
今回の調査では、移植栽培に比べ、直播栽培は生産費が高い結果となった。これは、播
種後の落水期間が長かったため初期一発処理剤の効果が低く、追加添豊か舜Lゎ Fン、苦
播栽培で単価の高い肥料を使用したことによる。除草については違塁薦海|「基

=二
添豊罰

を使用することにより農薬費の軽減は可能であり、また、肥料につぃては、ああふえもあ
特性を考慮しても、単価の安い肥料を使用しても問題はないといえる。

~こ

れにより、肥料
費で2,079円 /10a、 農薬費で2,380円 /10a、 追加除草を行わない部分の労務費が113円 /10a
軽減される。この結果、移植栽培に比べ直播栽培の生産費は989甲 /10L安 i'こ とになる。
しかし、農機具費を計上すると、高性能条播機・コーティング機か喜稀ネふるごンかム移
植栽培の方が生産費が安くなる。直播栽培導入による経営的効果向Iあ茫あこ晟

「
規模あ

拡大、各種補助事業を利用した生産組合組織単位での機械の導入が必要と考えられる。

生産費(単位 円/10a)

(5)生育・収量・生産費調査
生育
移植栽培に比べ穂数で上回り (直播517本/ピ・移植410本 /■ )、 葉令で下回つた
(直播 10。 移植13)。 草丈は差がみられなかった (直播71.lcm。 移植fσ。lCm)‐ :

収量 (kg/10a)・ 品質
ヽ 、

＼ 精玄米重 屑米重 検査等級 実 収

実証区 568 23 2等 530

慣行区 584 16 2等 540

直播栽培
実績値

直播栽培
計算値

移植栽培実

績値
摯Fイミ播実績値
Lじ駐ミ

移植/直播計算値
Lヒ較

種苗費
肥料費
農薬費
動力光熱費
その他諸材料費

水利費・土地改良費

労務費
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000
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５

５

２

６

０

０

３

０

５

２

１

０

０

６

５

２

８

９

４

０

７

１

３

３

３

２

２

３

１

２

490

△  525
1,080

0

3,057
0

△5,083

490
1,554
3,460

200
3,057

0
A{,9?o

=上百 1 54,452 49,680 50,660 △  980
建物費・農機具費 55,727 55,727 54,221 1,506

合  計 110,179 105,407 104,881
ヽ ― … … ― 一

_で ,298 526

※
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(7)その他 (目的に対する成果等を記入 )
当該地域の担い手である大規模稲作農家では、規模の拡大に伴う、育苗作業にかかる労
力が問題となつている。直播栽培では育苗にかかる労力 (労務費)が大幅に軽減されるた
め、今後、地域の労働力不足が見込まれれる中、効果的と考えられる。

5。 結果の要約
従来、湛水直播栽培では、播種量が多いことや播種深度が浅い (バラツキ)等に起因す
る倒伏が最も懸念されていたが、本年の実証展示では、生育期間中の水管理による土壌の
硬化・根の伸長促進により生育が良好であり、本年の実証展示では、播種深度も概ね安定
していたため移植栽培に比べ遜色がない生育経過であった。
除草については、初期の落水期間が長いため初期一発剤の効果が低 く、薬剤の選択につ
いて考慮する必要がある。
収量では、登熟期の水不足から慣行の移植栽培を下回る収量であったことが生産者間で
話題となった。
用水の確保は収量・品質の維持の点から特に重要な課題である。用水の延長は地区の水
利費負担を増加させるが、直播を行う水田を同一地区に集める等により負担を軽減する事
は可能と考える。行政 。生産者が一体となった農地集積・流動化対策を推進し、効率的な
水田営農を行うことが、直播栽培の普及上、重要であると考えられる。

残された課題 (普及上の問題点等を記入 )
.用水の導水期間の延長 (現在の 8月 20日 から9月上旬まで延長)
。栽培主力品種コシヒカリの、安定 した直播栽培技術の確立
。カメムシ類による斑点米・アザミウマ類による黒点米対策
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課題 :稲作の省力化と高品質化のための新技術 (直播栽培)実証調査

担当 :栃木県 鹿沼農業改良普及センター

1。 目 的
土地利用型農業における稲作は、現在よリー層の低コスト・省力化が求められている。特
に、大規模稲作経営を行つている鹿沼市農業公社においては、育苗や移植等の春作業軽減が
大きな課題となっており、直播栽培による労力低減が期待される。

現在、直播栽培を行う上で課題になることは、
①低コスト・省力化を目的とした播種機の作業性向上。
②出芽・苗立ちを中心とした安定栽培法 (落水出芽法)の確立。
③良食味米 (コ シヒカリ)の生産
等であることから、これらのことについて調査・検討を行った。

2.圃場設置場所 0担当農家 (集団)と経営規模
。設置場所 栃木県鹿沼市油田町
。経営規模 水稲作業受託 (転作を含む)3 3 0ha

3.調査担当者名 :塩野 晃一 (稲作専門技術員)金 田 晋平 (鹿沼普及センター )

4.調査方法
(1)水稲の栽培概要
・調査地域の水稲芝居面積は323haであり、そのうち鹿沼市農業公社は移植栽培を10ha、
直播栽培を44ha実施。

(2)調査ほ場の概要
・調査ほ場は礫質灰色低地土灰褐系(栢山等 )の砂壌土であり、調査面積は約30～40aで ある。

(3)当該農家 (集団)における機械化作業体系と実証した作業 (図示)

(実証区 1)
種子消毒 浸種 カルハ°―コティンク゛

↓
耕起 代かき歴回

■,8

落水出芽
5/18

除草剤散布
R-50

病害虫防除 追肥 病害虫防除
R-50    (動 1教) IR-50 ＼

収穫
(実証区 2)

□璽亘]湛水出芽

(4)実証した各種作業とその調査結果

①出芽・苗立状況

〃 追肥なし 〃〃

播種量

(kg/10a)
|

出芽始め

(月 日 )

出芽深度

(30本調査 )

苗立ち数

(本/」 )

苗立ち率
(1)

発芽ムラ

の程度
発芽勢
(1)

実証区 1 4.0 5/22 1lmm 125 91.2 微 44.0

実証区 2 4/0 5/25 121Dm 128 93.4 微 44。 0
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散布日 散布薬剤 散布機材 対象病害虫

実証区
6ノ
′ 3
7/28
8/ 9

8/18

シクロパック
プラシン
スミチオン‐トフ

゛
ラシンハ
゛
リタ
゛
ソ
゛
ル

カスラフ
゛
サイト・゙1‐トレホ

゛
ンエアヽ‐

投げ込み
R-50
R… 50

R-50

イネミズリウムシ イネトロオイムシ

葉いもち

穂いもち、ウンカ類

穂いもち、カメムシ

慣行区 7/20 スミハ
゛
ッサートカスラフ

゛
サ
゛
イト
゛
ソ
゛
ル 動噴 ニカメイチュウ、 カメムシ類、いもち病

②病害虫防除

③生育状況

幼穂形成期

摯瞥¶月  日 草 丈 茎 数 葉 色

実証区 1 7./1 50。 4 430 4. 5 8/2
実証区 2 7/1 62.0 600 4. 4 8/2
慣行区 7/6 61。  7 575 4。  3 7//23

④水管理 :・ 播種後実証区1は落水管理、実証区2は湛水管理とした。
・出芽後、実証 1、 2共に除草剤散布のため深水管理とした。
0最高分けつ期まで浅水管理とし、その後、間断かん水を行った。
・収穫 2週間前に落水した。

⑤施肥管理 :・ 基肥は、全面全層施肥を行った。追肥は葉色が3.0まで落ちたために窒素
成分で0。 85kg/10aを背負い動散で行った。

⑥除草・雑草防除 :播種 6日後、ラジコンヘリ(R-50)でサンウェルlkg粒剤を散布した。
:6/3マ メットSMlkg粒剤を背負い動散で散布した。

⑦鳥害等 :鳥害は見られなかった。
③登熟状況

出穂
期

(月 日)

成熟
期 (月
日)

裸長

(ca)

穂長

(C■ )

穂数

{本 /ピ )

1穂
粒数

(粒 )

ポ籾
数 (万

載}

粗玄
米重

lk:/101}

精玄
米重

{k:/10ι }

千粒
重

(g)

ロ
ロロ

質

実証区 1 8/10 9/16 91.3 16.8 443 65.5 2.90 483.1 469 22.1

実証区 2 8/10 9/16 100。 6 16.6 437 62.3 2.72 509。 0 486 21.9 2

慣行区 8/ 2 9/10 92.2 18。 9 478 76.4 3.65 534。 0 5177 22.4

(5)生育 0収量調査
・倒伏程度は実証区 1で 3.5、 実証区 2で 4.0、 慣行区で 2.0で あった。
・播種後から高温多照に経過し、発芽・苗立ちは良好で、初期成育は進み、順調に茎数は

確保された。
・病害虫の発生はカメムシ類の被害にあったものの全体的には少なかった。
・登熟は順調に進んだが、成熟期近くの雷雨により多少なびいた。
。収量は慣行区に比べ 6～ 10%の減であった。

(6)実証技術導入による経営的効果
・直播栽培を導入することにより、大規模稲作が可能になった。
・移植栽培との組み合わせにより作期幅の拡大が図れた。
。また、直播栽培は、転作カウントがされるためハ トムギ等と併せて生産調整の達成に寄

与している。
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5.結果の要約
。車体の重量 。大きさ 。操作性は概ね良好であった。
・播種精度については、深度が12皿、標準偏差3.8皿とバラつきは少なく、播種量と共に良
好であった。
・安定 した播種深度が確保されるので、苗立ち後の転び苗・収穫時の抜け株もなく良好で
あつた。
・倒伏 しやすい品種には有効な方法と考えた。
・播種作業が 2時間でlhaこなせる本機は、 1日約 5～ 6 haの作業が可能と考えられる。
そのため、複数 台で 1週間播種作業を行えば100ha程度の直播栽培は可能である。
・機械の有効利用の点から見ると、播種部分と移植部分及び施肥部分をユニットで交換で
きるため移植栽 培との組合わせによる体系が確立できる。
。以上のことより、大区画のほ場ほど本機の性能が発揮できるものと考える。

6。 残された課題
鹿沼市農業公社においては、播種機の整備や栽培管理技術はかなり確立しつつあるが、
良食味米 (コ シヒカリ)の安定栽培法を確立する必要がある。

-33-



課題 :稲作の省力化と高品質化のための新技術 (直播栽培)実証調査

担当 :兵庫県加西農業改良普及センター

1。 目 的
大中規模稲作農家及び集落営農組織の稲作経営における省力化とコスト低減を図る。

2.圃場設置場所・担当農家 (集団)と経営規模

圃場設置場所 :兵庫県小野市山田町
担当農家 (集団):山田町営農組合 (山田町農業近代化推進委員会 )
経営規模 :集落 (水田面積 57ha、 農家戸数68戸 )

3。 調査担当者名 :小西池 明 (稲作専門技術員) 山上 圭子 (加西普及センター )

4。 調査方法

(1)水稲の栽培概要

①実証区
・カルハ
°―コーティング時期、比 :5月 14日、乾籾 :カルハ

°―粉粒剤16=1:2
・代かき時期、播種時期、播種量 :5月 15日、5月 18日、3 0 kg/ha
。供試品種名 :酒米「山田錦」
・供試肥料名、施用時期、量 :5月 18日スーハ

°―IB505、 254kg/ha
8月 2日穂肥化成IB 4号  124kg/ha

・雑草防除 :5月 25日フ・ッシュ粒剤30kg/ha、 7月 8日 バサク
゛
ラン液剤5L/ha

・病害虫防除 :乗用管理機で2回 (8/2,8/20)
・収穫作業 :10月 7日

②慣行区
・移植時期 :6月 11日
・供試品種名 :酒米「山田錦」
0肥料名、施用時期、量 :スーハ

°一IB505、 6月 11日、300kg/ha
・雑草防除 :6月 12日、アワード刀アブル5L/ha
・病害虫防除 :ヒ ―゙ムアドマイヤー箱施用50g/箱、産業用無人ヘリコフ

°
ターで2回

(2)調査ほ場の概要

①基盤整備施二年次(1991年 3月 )

②圃場条件

1筆の面積 土壌統 土性 前作物 (圃場歴)

り
４

０
４

①
②

′
鷺

ｎ
υ

Ａ
υ

ハ
０

■
ｖ

“
牛

ａ
ｍ

ａ
ｍ

松本統
〃

壌 質
〃

水 稲
〃
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(3)当 該農家 (集団)における機械化作業体系と実証した作業 (図示 )

(4)実証した各種作業とその調査結果
播種、水管理、除草、追肥、病害虫防除等の作業

(5)生育 。収量 。生産費調査

実証区
種子消毒→浸種→カルハ

°―コーティンク
゛

耕継→代かき→隔目→際軍剤百爾 →
隆回

→収穫作業
↓
乾燥調整

対象
羅子消毒→浸種→育苗

耕縁→代かき→側条施肥田植→除草剤散布→病害虫格D多こ蒲虫防除
→
竪菅塵査
恥 燥 調 整

作業名 月 日
ha当たりの作業時間 (時 )

使用機械
使用資材

(ha当たり)機械利用 人力 延べ時間

播 種 5.18 4。 0 4.0 そのまんま直播機 IB505 254kg/11a

除 草 5。 25 0 1。 0 乗用管理機 フ
°
ッシュ粒剤30kg

除 草 7.8 0 1。 0 乗用管理機 ハ
゛
サク
゛
ラン液剤5L

防 除 8.2 1 0 1.0 乗用管理機 スミチオン乳斉l」、 トレホ
゛
ンEW

ヒ―゙ムモンカットリ
゛
ル

穂 肥 8.2 0 0 乗用管理機 IB4号 124kg

防 除 8.20 0 1.0 乗用管理機 スミチオン乳剤、卜琳・ンEW

祟豪
/ポ

繰護
(皿 )

襲
墨
%
蓬
ム
フ

幼穂形成期

齢 製埜
成熟期

草丈
cm ず皇豪葉色 稗長

cm
穂長
cm

実証圃① 39 12.8 45.5 大 76.2 383 3.5 8。 26 」ヽ 1112 7 8

実証圃② 4:1 8.3 47.8 大 63.2 337 3.5 8.23 」ヽ 91.9 17.4

慣行区 弱:6~1483 13.5 8.25 無 toz I rs.t

成熟期調査 10a当 たり収量調査

穂第2
/m 違蒙

籾数ぃ
/1rF
壬粒
菫 g 暴啓 粗玄

米
ヨヨkg
精玄米
国ヨ kg 墨進

検査等
級

実証圃① 351 67 2.4 26.9 60.2 447.0 372.8 10.4 特級

実証圃② 289 70 2.0 27.3 62.3 353.8 309.7 12.9 特級

慣行区 344 I os I z.z lzt.t lor.s b06TO「 j12.9 120。 5 1特級
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r

10a当たり生産費 (円 )

直播栽培 移植栽培

種苗費 5,259 10,290

肥料費 5,020 3,765

農薬費 7,776 12,504

光熱動力費 977 977

その他管理費 3,838

水利費 4,141 4,141

減価償却費 14,327 12,991

ライスセンター使用料 17,395 17,395

労賃 20,175 25,800

費用合計 78,908 91,701

(6)実証技術導入による経営的効果
当営農組合では、ォペレーターの時間給を2,500円に設定しており、人件費が高くつく。
直播栽培では育苗や育苗箱の運搬の手間がいらず、人件費の削減が図れる。
農薬散布は農協の産業用無人ヘリコプターに委託している。乗用管理機を用いると液剤
などの安価な農薬が必要に応して散布でき、経済的である。

(7)その他 (目的に対する成果等を記入 )

5.結果の要約

①長稗性で倒伏し易い「山田錦」について、覆土機を工夫することにより、倒伏の軽減を
図った。新しい 覆土機は土がやや土壌表面に水が見える程度ならば、覆土が可能であ
るが、代かきの落水処理により、 土が固まり、うまく種子が隠れなかった。このため、
発芽後入水したときに浮き苗が多数発生し、これ らは最終、根元から倒伏したものが
多かった。

②種苗費や農薬などのコストはわずかな差であるが、育苗や田植え時の苗運搬などの手間
が省け、オペレ ーターの出役日数が減り、人件費の節減になった。乗用管理機により
効果的かつ安価な農薬散布が可能 である。

6.残された課題

①覆土機の工夫だけでは倒伏軽減につながらず、山田錦の直播栽培はなお課題が残る。
②当地域では緩効性肥料の一発処理が省力化の意味から普及している。また、本田防除は
農協の無人ヘリ に委託している。乗用管理機導入の必要性を感していない。
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課題 :稲作の省力化と高品質化のための新技術 (直播栽培)実証調査

担 当 :愛媛県 東宇和地域農業改良普及センター

1.目 的
高性能直播機を利用した水稲直播栽培体系の確立と当該技術の普及定着の要件等について
調査研究を実施する。

2.圃場設置場所 :

担当農家  :
経営規模   :

3.調査担当者名 :

4。 調査方法
(1)水稲の栽培概要
供試品種  : キヌヒカリ
代 か き : 5月 18日
面  積  : 50a
播  種 : 5月 20日 (播種量 3. 5 kg)
播種方式 : 湛水土壌中直播
基  月巴 : 牛糞堆肥 6t/10a

愛媛県東宇和郡宇和町杢所 549
松 浦 愛 子
水 稲 8.7ha,肉 用牛 8頭他

谷 口 弘 季 (愛媛県農林水産部技術指導課 )
川 中  聡  (東宇和地域農業改良普及センター)

除 草 剤 :サンウエル 1キロ粒剤
キングダムフロアプル
:8月 12日
:9月 15日
日
期
穂
熟
出
成

(2)調査ほ場の概要

(3)当 該農家 (集団)における機械化作業体系と実証した管理作業 (図示 )

_」 ′

|

鴻

ｒ′

ｌ

‐

基盤整備施行年次   ,用 ;zlく

(1988年 12月 )

農道

49m (実証圃場 )

一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― →

105m

播 種

種子 ― カルハ
°―コーティンク

゛

消毒

埓
´

耕起 一 代かき

除草剤
散 布

穫
整
収

調
溝切り
作業
病害虫
防除
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作業名

実証区 慣行区

組作

業人

員
(人 )

延ベ

作業

時間
(時間 )

慣行
対比

(%)

組作
業人

員
′ 1 ヽ
ノ`ヘ′

延べ作
業時間
(時間)

耕起・代かき

均平作業

2
2
5

5

100

50

0
る

2

5
1(〕

施 肥 2 12 100 2 12

播 種
コーテイング

2
1

3

3

.8 11)

l

2130
(育苗作業含む)

本田除草 2 4.4 146 2 3

水管理 20 100 20

溝切 り 2 8 64 2.8

病害虫防除 3 5.0 666 2 0。 75

畦畔・農道
の管理

1 16 94 1 17

収 穫 2 4 100 2 4

合 計 80。 0 84.6 104.6

(4)実証した作業等の調査
作業時間の比較結果 (ha当たり)

(5)生育・収量調査
発芽率調査

収量調査結果

生産費調査結果(10a当たり 円)

薗翻潜 移植栽培

種苗費
農業薬剤費
光熱動力費
その他諸材料費
水利費
賃借料料金

減価償却費
労働費

２

８

１

２

２

６

５

４

９

０

０

０

４

０

３

２

１

０

０

５

０

０

１

２

０

７

０

６

９

０

晨
Ｕ

ａ
ｕ

′
■

９

２

１

２

２

５

６

７

２

４

０

８

８

０

０

４

４

５

０

７

３

０

０

３

０

０

５

３

４

７

０

０

９

９

費用合計 85,632 97,859

(5)実証技術導入における経営的効果
直播技術導入によるコスト面での低減効果は 1割程度と移植栽培と大差ない。しかし田
植時期の大幅な省力化は作業の効率化と規模拡大に大きく貢献するものと期待される。

(6)その他
播種作業の受け皿となる宇和水稲直播栽培研究会を発足することができより多くの人に

直播栽培に取り組んでもらえるよう体制が整いつつあり徐々に地域へ定着しつつある。

5。 結果の要約

0落水出芽法を導入することにより安定した出芽が得られるようになつた。
・生育・収量 。品質とも慣行移植栽培に負けないものとなってきた。
・ 10ha未満の中規模農家でも比較的容易に導入できるが 1 0ha以上の大規模農家では
低コストを追求するためにも作業ピークルによる一貫作業体系が望ましい。

6。 残された課題
効果的な除草技術の確立
一層の低コス ト化の推進 (カルバー使用量の削減、出穂前病害虫対策 )

出芽
ロ
口

出芽
良否

ぽ当たり
苗立ち数

苗立

率%
播種
ムラ

実証区 5/26 良 96.8 79。 3 」ヽ

慣行区

収量調査

屑米重
len 0
精玄米重 検査等級

実証区 557kg 10kg

慣行区 552kg 17kg 2
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3 打込み式整地代かき同時土中点播直播 (シ ョッ トガン直播 )

情報交流会

1)全 国アンケー ト調査結果 とりまとめ

1.試験個所
青森県から鹿児島県まで25府県、62個所で試験が実施された。
これまでの試験面積を見ると、平成9年度は468a、 10年度は3890a、 11年度は4510a(大部
分が試験圃場面積、一部現地導入面積であり、この他にも集計されなかった現地導入のも
のがかなりある)であり、年次と共に大幅に試験面積が増大している。
考察 :本播種様式に対する関心の高さ、手応え、機械の改良、播種機の購入、現場での
技術指導、普及活動等が栽培面積拡大に大きく貢献しているものと考えられる。
2.品種
使用された品種は以下の通 りである。
ゆめあかり (青森 )、 つがるロマン (青森 )、 むつほまれ (青森 )、 かけはし (青森、岩手 )、
あきたこまち (岩手、秋田、長野、愛媛 計4県 )、 ひとめばれ (宮城、山口、鳥取 計3県 )、
はえぬき (山形 )、 ゆめひたち (茨城 )、 コシヒカリ (千葉、長野、石川、富山、岐阜、二重、
京都、兵庫、愛媛 計9県 )、 ハナエチゼン (長野 )、 キヌヒカリ (静岡、兵庫 計2県 )、 ゆ
きの精 (新潟 )、 ヤマヒカリ (二重 )、 どんとこい (兵庫 )、 金南風 (兵庫 )、 日本晴 (鳥取 )、
つくし早生 (福岡 )、 ヒノヒカリ (福岡、熊本、大分、宮崎、鹿児島 計5県 )、 夢つくし (福
岡 )、 ベニロマン (福岡 )、 ニシホマレ (福岡 )、 こいごころ (大分 )、 ユメヒカリ (宮崎 )、
かりの舞 (宮崎 )
考察 :コ シヒカリ、ヒノヒカリ、あきたこまち、ひとめばれの導入事例が多い。特にコシ
ヒカリは導入事例が多く、倒伏性よりも食味重視の傾向が極めて大きいことが窺える。
アンケートの中で点播直播が耐倒伏性の点で他の直播様式よりも優っているからコシヒカ
リを導入したとの回答があった。食味重視ではあるがやはり生産安定化の必要性も高いこと
がわかる。

3.播種量
各府県における10a当たりの乾籾重 (平均)は以下の通りである。
青森 (3.9kg)、 岩手 (4.8kg)、 秋田 (3.Okg)、 宮城 (3.5kg)、 山形 (3.6kg)、 茨城 (3.4
kg)、 千葉 (3.8kg)、 長野 (2.9kg)、 静岡 (2.5kg)、 新潟 (2.7kg)、 富山 (3.lkg)、 石川

(2.5kg)、 岐阜 (3.3kg)、 三重 (4.Okg)、 京都 (2.5kg)、 兵庫 (2.3kg)、 鳥取 (2.6kg)、 山
口 (2.5kg)、 愛媛 (3.Okg)、 福岡 (2.5kg)、 熊本 (2.8kg)、 大分 (2.6kg)、 宮崎 (3.3kg)、

鹿児島 (2.9kg)。
考察 :播種量の平均値をみると、全体では3.lkg(標準偏差0.65)。 東北地域では3.8kg(標

準偏差0。 79)、 関東・北陸 。東海地域では3.lkg(標準偏差0.57)、 近畿 。中国 。四国 。九州
では2.7kg(標準偏差0.30)で あった。東北地域は東北以外の地域に比べ0。 7～ 1.lkg播種量
が多いことがわかる。

東北地域では播種時期の気温が低いため、理想とする穂数を確保するためには窒素施用等
の技術による初期生育促進だけでは不十分であり、それをカバーするために播種量を多くし

ていると考えられる。一方、暖地 。温暖地では播種量を少なくし、初期生育を抑制する栽培

管理となつている。暖地では播種量が乾籾2kg/10a程度まで減少させても収量低下の見られ
ない事例もある。

4.苗立ち率
各府県における苗立ち率は以下の通りである。
青森 (59%)、 岩手 (59%)、 秋田 (70%)、 宮城 (36%)、 山形 (75%)、 茨城 (61%)、 長野 (
65%)、 静岡 (40%)、 新潟 (80%)、 富山 (46%)、 石川 (70%)、 岐阜 (90%)、 二重 (55%)、 京

都 (62%)、 兵庫 (80%)、 鳥取 (60%)、 山口 (50%)、 愛媛 (78%)、 福岡 (68%)、 熊本 (80%)、
大分 (59%)、 宮崎 (53%)、 鹿児島 (80%)。
考察 :苗立ち率の平均値をみると、全体では64.2%(標準偏差 14.0)、 東北地域では60%、
関東・北陸 。東海地域では64%、 近畿 。中国 。四国 。九州では67%と なった。南下するにつれ

て苗立ち率が高まった。寒冷地では雀、鴨の食害が見られた事例が多く、それが苗立ち率を
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減少させた要因の一つと考えられる。
全体を通してみると、苗立ち率が60%以上で安定していることは、打込み式整地代かき同

時土中点播技術、それに関連した籾のコーテイング技術、播種後の落水管理技術等がほぼ実
用的な水準に到達したものと判断できる。
5。 代かき時期

調査結果では代かき時期は播種の前日までに行った事例数の割合が87%であった。九州農
試からは「代かき作業は播種当日行うことを原則とする」という代かきに関する技術情報を
発信してきたが、しかし全国の試験例では大部分のところが播種の前日までに代かきを済ま
せていることがわかる。

考察 :代かき時期が播種当日か播種の前日までかを決定するには色々な要素が関係するた
め統一的見解を出しにくいが、適切な代かき土壌硬度を得るための入水量の決定において広
範囲の土壌条件にほぼ適用可能な代かき技術は、当日代かきが安全であると考えられる。し
かし、圃場面積や規模、土壌の透水性、水利条件、圃場の立地条件等との関係で播種の前日
かあるいは前日までの代かき作業の方が効果的である場合もかなりあることを考慮すると、

「代かき時期は播種当日か播種の前日を目安とする。播種当日には代かき直後の土壌硬度がコ
゛

ルフホ―゙ル深約3cm(土壌表面からの自然落下)になるように入水量を設定し、前代かきを行う。
前日代かきの場合、播種当日の土壌硬度によっては前代かきなしで直接打ち込むことも可能
である。」という技術情報にするのが包括的かもしれない。

当日及び播種前日までの代かき作業の利点はおよそ以下の通りと思われる。

★播種当日代かきの利点
1)適切な代かき土壌硬度を得るための代かき水量を決定しやすい。すなはち、入水後土
壌表面が約 8割程度水面上に露出する水量で代かきを行えば、土壌の種類にかかわらず
ほぼ適切な土壌硬度となる。
2)代かき条件の設定がしやすいため、広範囲の土壌条件において適切な代かき土壌硬度
が得られやすい。従って硬度調節のために水や泥を圃場から外へ流さなくてすむ。
3)土壌の粘土粒子が沈みきつておらず、土壌の透水性が比較的よいので、播種後に自然
落水する際排水効果が高いと思われる。
4)土壌の透水性に合った代かき回数を選ぶことができる。
5)同 じ日に代かきから播種までの作業を一貫して行えるので省力的である。
6)一度代かきして放置したら土壌が固く凝集し、整地代かきでは十分土壌粒子が分散し
にくい土壌、また透水性が不良な土壌での代かきに適している。

★播種の前日までの代かきの利点
1)播種当日に打ち込みに適した水量調整を行えるので、荒代かき時の水量を気にせずに
多めにして代かきを行える。水量を多くして代かきすれば圃場の均平化がしやすい。

2)透水性の大きな土壌条件や大区画圃場では当日代かきの場合は代かき前の水持ちが悪
く、前代かきの時水量調節に注意しないといけないし、打ち込み始めと終わりの代かき

土壌硬度が違ってくる場合もあるが、前日までの代かきでは水量調節が簡単である。

3)打ち込み播種前に、適切な代かき土壌硬度を得るための表面水の量を決定するのに水
深を利用できるので、設定しやすい。
4)代かき作業と播種作業を分けて行うため作業が単純化されてよい。

6.播種後の水管理
落水出芽法が徹底されていた。ただし、土壌の透水性、管理期間中の降雨等のため十分落

水処理の出来ない場合も見られた。各地域における落水日数は以下の通りである。

青森 (11日 )、 岩手 (6日 )、 秋田 (10日 )、 宮城 (4日 )、 山形 (9日 )、 茨城 (10日 )、 千葉

(10日 )、 長野 (9日 )、 静岡 (5日 )、 新潟 (14日 )、 富山 (10日 )、 石川 (14日 )、 岐阜 (4日 )、

三重 (10日 )、 京都 (16日 )、 兵庫 (6日 )、 鳥取 (11日 )、 山口 (10日 )、 愛媛 (10日 )、 福岡

(7日 )、 熊本 (8日 )、 大分 (5日 )、 宮崎 (6日 )、 鹿児島 (7日 )であつた。
考察 :平均値をみると、全国では8.8日 となり、各地域もこれと大きくは違わなかった。

ただし、落水期間が長くなる場合は土壌の乾燥程度により途中で走り水を行う事例がみられ
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た。出芽・苗立ち安定化のための落水出芽技術はほぼ定着したものと思われる。今後は落水
処理と関係の深い雑草や鳥の防除、また九州地域に特に問題化 しているスクミリンゴガイ防
除との関係から播種後の水管理が変わってくる可能性がある。

7.窒素施肥
施肥法の中で分施体系が76%、 被覆尿素肥料を用いた全量基肥施肥体系が24%で あり、分施
体系が主流であった。分施体系は移植の標準施肥法の平均16%減肥、被覆尿素肥料を用いた
全量基肥体系では平均18.4%減肥であった。全量基肥体系の収量水準は移植と同等かあるい
は10%程度高い場合も見られる。
考察 :全量基肥施肥体系については、今後さらに検討すれば、単に施肥労力の省力化だけ
でなく収量向上の点でも大いに期待が持てるものと考えられる。

8.倒伏
平成 11年度は大型の台風 18号が出穂後30～ 40日 目に当たる9月 24日 に襲来 し大部分 の所
で倒伏しているため、倒伏程度については解析 しない。

9.鳥害
考察 :雀、カラス、鴨の害が多かった。
考察雀については打ち込み深度を確保することと出芽 時に入水することで被害軽減がで
きそうである。鴨対策は今後の検討課題である。

10。 収量

移植の標準収量に対する坪刈 り収量指数は以下の通りである。

青森 (92%)、 岩手 (84%)、 秋田 (97%)、 宮城 (99%)、 山形 (97%)、 茨城 (100%)、 千葉 (
75%)、 、長野 (93%)、 静岡 (96%)、 新潟 (96%)、 富山 (94%)、 岐阜 (89%)、 二重 (104%)、
京都 (98%)、 兵庫 (9猟 )、 鳥取 (98%)、 山口 (104%)、 愛媛 (110%)、 福岡 (92%)、 熊本 (
92%)、 大分 (88%)、 宮崎 (105)、 鹿児島 (103%)で あった。
考察 :増収となった県が5個所、0～ 10%減となった県が14個所、10～20%減となった県が3
個所であった。すなはち、増収～10%減までの事例が全体の86%であり、収量面でもほぼ満足
できるところまで技術が向上したことが窺える。

11.雑草防除
大部分のところで除草剤散布は1～ 2回であった。1回日は落水管理後、2回 日は播種後30～
40日 目に散布された。全事例中除草効果が高かったところの割合が70%であった。

考察 :除草効果に地域性はみられないようである。落水期間の長短で除草効果が大きく違
つてくる場合がある。散布適期幅の大きい除草剤も検討され始めており、除草効果向上の見

通しが出てきたと思われる。

12.病害虫防除
考察 :移植栽培に準した防除体系がとられているが、特に直播で被害が大きいものはない

ようである。しかし、細かく言えば、病害虫の被害発生は直播で多い傾向が認められる。今

後は移植における箱施薬のような効率的防除技術の開発が必要になるものと思われる。
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2)各 地 域 か らの 話 題 提 供

研究課題名 :北東北における水稲点播直播の安定化技術の確立

3 水稲点播直播の現地実証と地域営農システムの策定
1)代かき同時土中点播直播の現地実証

担当研究室 :青森農試 藤坂支場
担当者 :境谷栄二、菊池晴志、上村豊和

研究期間 :継 平11年度 (平 10～ 14年度) 協力・分担関係 :青森農試 栽培部
青森農研推進センター経営研究室

(株 )ササキコーポレーション

(株 )青森スカイテック

1.代かき同時土中点播直播のこれまでの取 り組み状況

2.平成11年度試験方法及び調査結果の概要
(1)試験方法
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1)試験場所
2)供 試品種

播種月 日
栽植密度
播 種 機
種子処理
窒素施用量

10)改 良資材
12)水 管 理

13)雑草防除

14)病害虫防除

十和田市六 日町 (土質、土性 :中粗粒灰色低地土灰褐色系、砂壌土)
かけはじ (寒冷地北部の極早生):A圃 場 (26.2a)
ゆめあか り (寒冷地北部の早生):B圃 場 (24.4a)
5月 8日    4)代 かき  5月 5日 、5月 8日 (播種 と同時作業 )
17.9株:/ぽ (条間 30.5cm、 株間 18.3cm)  6):播 種 深   5へ′10Ш
代かき同時土中点播機 (8条 )
催芽後、乾籾重の2倍量のカルパー粉粒剤 (タ チガレエースを3%添加)で粉衣
基月巴 0.5kg/a、  迫月巴 (7月 21日  :ラRラ終|) 0.21く g/a
(参考)移植標準 基肥 0.6kg/a、 追肥 0.3kg/a
苦土ケイカル 10.Okg/a   ll)有 機物施用 無施用
播種後落水 :播種直後か ら10日 間、中干 し :7月 9～ 16日 (曇天と降雨により乾
燥不十分)、 落水 :かけはし 9月 5日 、ゆめあか り 9月 12日

(ノ ビエ、タウコギ発生始期)    キックバイ 1キ ロ粒剤
(ノ ビエ2.2L、 タウコギ第 1本葉展開期)ホ ク ト1キ ロ粒剤
ズーリービメー トあi斉120 0.lkg/a
カスラブ トレボンゾル・モンガー ドゾル  8倍液・80m1/a

月

月

月

月

月

９

３

８

４

５

６

６

８

８

日

日

日

日

／

／

／
／

ｇ

ｇ

〈
Ｕ

〈Ｕ

ａ

　

ａ

15)鳥 害防止  鳥
11日  ラブサイ ドフロアブル 8倍液・ 80口 1/a
(主にカラス)の食害防止のため、畦畔際にテグスを張 りめぐらした。

16)薬剤・迫肥肥料散布方法  無人ヘ リコプターを使用

試験結果
播 種 量 か |夕はし :4.901ぐ g′ /a (7.5粒_/株 )   ゆめあかり : 4.991く gん  (7.辞立/イ未)
株の形成  点播機 (打ち込みデ ィスク部分)の改良により、点播形状の長辺が短縮 された

ことから、株 と株の距離が離れ、より株状に近い点播となった。
苗立ち率・欠株率
出 穂 期  かけはし ,8月 6日 、ゆめあか り8月 13日    安全出穂期限 :8月
倒伏状況  微～少程度も一部見られたが、ほとんどは無～なびき程度
収量・検査等級・食味関連

.今後の改善点と対策及び次年度の計画等
1)次年度は点播密度を増や して (株間を14cmに 短縮)、 収量・品質の安定化を図りたい。
2)低コス ト化のため、除草剤処理回数の低減 (2回→ 1回 )、 カルパー粉粒剤の節減が望まれてい
る。

4.所感・意見・要望等
1)上中点播と播種後落水を組み合わせることにより、鳥害 (主にカルガモ)軽減に効果が認めら
れた。

2)寒冷地北部地域では苗立率を考慮 した場合、播種量を5～ 6kg/10aが 必要で、本播種機について
も1株播種粒数の増大による播種量確保の調整が望まれる。
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播 種 作 業

雑 草 防 除 (5月 19日 )

′′  (6月 3日 )
病害虫防除 (6月 28日 )

〃  (8月 4日 )
′′  (8月 11日 )

追   月巴

代かき土中点播機・8条

無人ヘリコプター

カルハ
・―粉衣籾  78.36 kg
キックハ
゛
イ1キロ粒剤  5.06 kg

ホクト1キロ粒剤    5.06 kg
オリセ
°
メート米立羹祀20   5.06 kg

カスラフ・トレホ
・ンノ
゛
ル+モンカ・―卜
・ソ
゛
ル8倍お々  4.051イ

ラフ
・
サイドフロアフ

°
ル8倍液  4.05躍

2.57

0.12

0.12

0.12

0.13

0.12

0.22

2(A、 B圃場各1回 )

′′

〃

′′

′′

〃 尿素 (N成分46%)22.00 kg 2(A、 B圃場各1回 )
注1)作業時間には資材等の補給作業は含むが機械の準備、調整作業は含まない。
2)作業時間及び資材量は、A圃場 (26.2a)と B圃場 (24.4a)を 連続して作業した数値。

表2 土壌硬度及び播種状況
播種前後の回場の状態     入水直前 (5月 18日 )      点播形状

品 種 (圃 場)ェげ振り貫△深(cm)_圃場の水深(cm) の作土表面の硬度    短辺 長辺 株間 粒数
播種直前 播種直後  播種直前   山中式土壌硬度計値(m) (cm)(cm)(cm)(粒/株 )

か け は じ(A圃場)

ゆめあかり(B圃場)

12.9

13.0

2.0

2.0

11.8

14.9

6.0

6.0

8.4

8.4

7.8

7.8

7_5

7.6

14 1

15.5

注 ) 卓播形状の短辺は条間方向、長辺は株間方向。株間は前の株の後端～次の株の前端までの長さ(欠株部分を除く)

表 3 播種後の平均気温及び積算日照時間 表4 出穂後の平均気温及び積算日照時間
要 素 年次播種後1～56～ 1011～ I「面瓦:面

~T=茄
面 毒薫
~~素~¬
藤
~覆~面
預:露i夏天

'':「
:万瓦扇FT～ 40頂

平均気温  本年
(℃)  平年

前年

13.1

12.0

12.4

10.5

12.6

16.1

17.5

13.0

16.2

13.6

13.9

14.8

13.7

12.9

14_9

平均気温

(℃ )

か け は し

ゆめあかり

24,7

22.8

21.3

20.0

23.0

21.4

本年

平年

前年

185.5

140.0

注)播種 日 :5月 8日 (本年、平年、前年とも同一日)

表 5 生育状況
種 子        ぱ当たり   6月 21日      7月 2日      7月 26日

品   種  発芽率 苗立率 欠株率 株 数  草丈 茎数 葉数  草丈 茎数 葉数  草丈 茎数 葉数
(%)  (%)  (%) (株 /雷) (cm)(本 /ポ)(葉) (cm)(本 /ぽ)(葉) (cm)(本 /ポ)(葉 )

日照時間

(h)

か け は し

ゆめあかり

105.0

68.7

80.5

71.3日照時間

(h)

35.4

25.0

37.5

51.3

23.1

21.8

39.3

22.4

34.7

16.8

22.4

36.1

142.8

92.9

130.1

か け は し

ゆめあかり

51.9

44.7

3.3

8.4

19.0

17.9

22.5

19.9

152

125

6.1

5.9

7.5

7.5

10.4

10.8

30.8

29.5

254

248

65.8

65.2

399

433

成 熱 期
品   種 出穂期

(月 日)

成熱期

(月 日)

稗長

(cm)

穂長 穂数  r当 たり葉数
(cm)(本 /株)穂数 (本)(葉 )

雑草の発生状況 病害虫の発生状況

ノビエ タウコキ゛ 葉・穂イモチ 紋枯れ
倒伏

程度

か |サ は し

ゆめあかり

8. 6

8.13

9.15

9.28

74 4

78.3

17.7

18.5

19.2

20.5

365

367

11.0

12.0

無～微

無～微

無～少

無～少

螢

盤

鯉

盤

注1)欠株率 :株と株との間隔が20cm以上見られた場合を欠株とした
2)前年の苗立ち率 :かけはじ 51.5%、 ゆめあかり 39.4%

表 6 収量及び収量構成要素
わら重 精籾重 精 玄 屑米重 刈取り 1 穂 ポ当た 登 熟 ・玄 米 検査 玄 米 味度値

品   種         米 重     部穂数 籾 数 り籾数 歩 合 千粒重 等級 タンハ・ク
(kg/a)  (kg/a)  (kg/a)  (kg/a) (:株 /ポ)  (粒|)  (X1001粒 )  (%)     (g)            (%)

か け は し

ゆめあかり

49.3

51.2

53.2

57.8

1.6

5.4

391

379

248

337

2中

2下

67.4

76.2

63.3

88.9

90.8

75.9

24.2

23.8

8.1

7.5

74.4

78.5

注1)刈取り日(刈取りまでの出穂後積算気温):かけはし 9月 22日 (920.6℃ )、 ゆめあかり 9月 28日 (971.2℃ )
2)検査等級の落等要因 :かけはじ 腹白・乳白、 ゆめあかり 青米・腹白
3)全刈り収量(10月 4日 刈取り):かけはし 55.8kg/a(1等 米)、  ゆめあかり 55.8kg/a(1等 米)
4)藤坂支場作況試験 (慣行移植栽培)1.9mm換算収量 :かけはじ 56.Okg/a(1下 )、  ゆめあかり 59.5kg/a(1下 )
5)藤坂支場作況試験 (慣行移植栽培)玄米タンハ・ク(味度値):かけはじ 7.8%(69.9)、  ゆめあかり 7.5%(72.3)
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打込式代かき同時点播機を用いた高密度播種の検討

山形県立農業試験場
機械土木部 山下 亨

1 点播直播のこれまでの取り組み状況

県内における点播機の導入状況は、県の直播普及支援事業を活用し三川町の直播組
合及び飯豊町の JAに 1機ずつの計 2機が平成 10年度に導入された。平成 12年度は
酒田市、長井市の直播組合などにおいて導入が検討されている。
平成 11年度山形県内の直播面積は 536haで 、播種様式別構成比は湛水散播 49.5%、
湛水条播 36.7%、 湛水点播 11.9%、 乾田直播 1.9%である。
農業試験場では、平成 lo年度にメーカーから打込み式点播機を借用し、予備試験
を実施し、同年度に8条点播機を購入した。
平成 11～ 12年の 2年間で、湛水条播機、打込式代かき同時点播機を供試し、移植
栽培並の収量性、品質等を目指した播種様式別直播栽培技術体系を構築するため、本
年度から播種精度及び栽培試験を実施している。

2 平成 11年度の試験結果の主な概要から

<点播機の改良>
現行の市販点播機は、30cm条間で株密度は 17～ 2株 /Πf程度である。移植並に
収量性を向上させるため株密度を高めることとし、代かきハローの作業幅 2.4mの 間
に播種ホッパーを 2基増設し、lo基とした結果、条間は 23.5cmと なった。目標株間
を 15cmに した場合の株密度は 28.4株/ゴとなる。また、株の配置は、株同士の距離
を適度に保つように、千鳥状に播種する株配列方式に改良した。千鳥播きは、120度
ごとに 3つの溝が配置されている繰出しロールを播種ホッパーーつおきに溝の位置を
60度ずらしてセットした。

壺生主 _亜匡当旦2回盪型 L__________________
圃場      荒代かき 荒代
区 NO 播種日
(MD)

回数 耕盤深さ

(回 )  (cm)

実施 日

(M/D)
耕盤硬さ

(kg`二⊇_
水深

(cm)

下振り深

(cm)

１
■
　

つ
一
　

●
Ｄ
　

”
，

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

4/27

9ρ

21.7

21.2

20.8

22.5

23.9

14.4

14.1

13.8

12.6

13.6

3.2

2.0

1.6

2.4

12.0

12.3

9.0

12.4

′
０
９
″
４
，

１

２

１

１

０

,8
４

４

８

”

ワ

ツ

注.山形農試圃場 (細粒灰色低地上壌 )、 品種 :はえぬき、使用トラクタ:53PS

第 2表 播種精度 (回場 I)

調査

地点

株 間
(〔和)偏差

点播形状

短 径  長 径
(cm)偏差 (cm)偏差

出芽本数

(本/株 )偏差
苗立ち率

(%)偏差
出芽深

(mm)

1 14.1  3.0

15.4  3.0

3.6 2.1

3.7 2.1

4. 4.4 1.7

1.6

,7

′Ｄ４
．

1.9  6.3」=0.53
2.1  6.41± :0.66

61.2 23.0

53.6 21.82 3.9

注.作業速度 0.48m/s、 繰出しロール回転数 60～ 70甲 m、 打込テ
゛
ィスク回転数 950～ 1,050rpm

No I区 (播種日4/27、 調査 62)、 乾籾播種量 0.59kノa、 日標播種粒数 7粒/株
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超
緊

0～ 5 6～ 1010～ 1516～ 2021～ 2526-3031以 上

株間(cm)

写真 l 播種後の状況 (圃場 I) 第 1図  株間頻度分布
(調査場所 :圃場 1、 収穫後の株間調査)

3 の (9'6) Ⅱ)

の 種

播種前日数  0～ 10mm 10～ 20mm 20～ Xhm 30mmく
Ⅱ-1       -5 -1      66.7        33.3         0.0         0.0

Ⅱ-2      -5         80.0        10.0        0.0       10.0

Ⅱ-3       -1          72.7        27.3         0.0         0.0

Ⅱ-4                 60.0       40.0        0.0        0.0

注.打込テ
゛
ィスク回転数 1,0301Pm程 度、9月 9日 播種試験実施、 9月 27日 掘取り調査

第 4表 株内本数と点播形状 圃場 Ⅲ(

苗立

本数

(本燿わ

株形状  有効茎 倒伏   成 熟 期 精玄米 玄米粒数 ぽ当 千粒重 検査
等級

(■) (等 )
長径 短径 歩合  程度  禅長 穂長  穂数  重  歩合   籾数
(cm× cm) (%)(0～ 5)(cm)(cm)(本 /ぱ)(kノa) (%)× 100

∩

）

∩
〉

ハＵ

２
υ
　

２
ツ
　

う
０

2× 2

4× 2

6× 2

82.2

79.2

77.5

530

548

536

63.8

62.1

62.2

84.5

84.7

86.9

334

329

324

21.9

22.0

21.9

1下

1下

1中

80.1

80.2

79.1

18.5

18.2

18.5

４

，
　

′
”
　

′
，

2× 2

4× 2

6× 2

77.1

74.1

69.8

∩
〉

∩

）

Ｕ^

77.2

74.9

77.3

18.6

18.5

18.0

538

531

508

61.3

59.9

60.5

326

319

323

21.9  1

22.0  1

21.9  1

85.8

86.8

85.3

下

中

中

∩
〉

Ｕ^

　

ハ
Ｕ

く

υ
　

く
υ
　

Ｃ
Ｄ

2× 2

4× 2

6× 2

77.3

71.6

71.9

78.8 18.3

78.0 18.1

77.8 18.2

579

585

568

58.0

56.7

56.8

80.0

79.8

80.3

330

328

324

22.0 1T
22.0 I +
22.0 I T

注.条間 23.5cm、 株間 15cm(28.4株 /『 )の手播き、株配列は千鳥
4月 盤 日播種、8月 9～ 10日 出穂

☆ 点播(23.5× 15cm)の苗立ち株は、株内苗立ち数は 3本、株長径は 2～ 6cmが良
好であった。

3 今後の改善点と対策及び次年度の計画等
播種作業条件の整理

現地での実証試験と生育指標の検討
4 意見・要望等
・カルパー剥離防止の向上
・播種精度の向上及び播種量調整の簡素化
・播種プラシの耐摩耗性の向上
・株間の安定化 (作業速度との連動を図るなど)
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試験課題名 :代 かき同時点播現地適応性試験

実施機関名 :長野県上伊那農業改良普及センター駒 ケ根支所

試験年次 :平 成 11年 度

点派直播の これ までの取 り組み状況

打 ち込み点播導入年度 :平 成 11年 度  ラジコンヘ リ直播平成 2年
導入理 由 :直 播 によるコシ ヒカ リの安定生産 へ取 り組 む

2回場概要
1)試験区の位置
(1)立 地条件
・長野県駒 ケ根市下平地区

標高 580m。 年平均気温 10°C前後 ・年間降水量約 1,700mm

3.平 成 11年 度試験方法及 び調査結果の概 要
1)試 験区の位置
立地条件

・長野県駒 ヶ根市下平地 区
・標高 580m・ 年平均気温 10°C前後 ・年間降水量約 1,7∞ mm

2)品 種 :コ シヒカ リ

3)土壌の種類 :名 倉統 灰色低地土 砂壌土  減水深 2cm/1day

4)播 種時期 :5月 10日
播種時は 8割 水田面露 出で行 うが土 が硬 いため 、入水 し 3割 露 出で効率 よ くなる
代かき条件 :播種前 日午後代 かき

5)播 種後の水管理 ・雑草 防除
播種後水管理  5月 10日 ～ 5月 18日

5月 18日
5月 27日 ～ 5月 31日
6月  1日
6月 10日

落水処理 8日 間

入水  除草剤散布  キックA・イlK9粒 剤
落水芽干 し

入水

除草剤散布  スハ°―クスター lKg粒 剤

6)生 育期間中の水管理
6月 10日 ～ 6月 中旬浅水管理
6月 下旬～ 7月 上旬 中干 し
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7月 上旬～ 8月 中旬灌水管理
8月 中旬～ 9月 上間断潅漑
9月 上落水

7)窒 素肥料
基  月巴 3.
追  月8 1.
(7月 26日

2Kg/10a  (参 考 )慣
99Kg/10a (参 考 )慣

幼穂長 0.5mm)1回 のみ

行 6Kg
行 2Kg+2K92回

成熟 期

9月 10日
9月 10日
9月 25日

8)鳥 ・員による被害 と対策 :

鳥害 :微

対策 :反 射テーフ
°
部分使用 、夜間太陽電池ライト設置

貝害 :無  スクミリンコ・力・イ生息ナ シ

9)倒 伏状況
少～ 中約 15～ 20% (台 風 18号 直後 の調査 、台風前は倒伏無 )
水口近 くの播種深度浅 い ところで倒伏発生 、追肥早 かったことも要因

10)播 種量・苗立ち率・出芽深度

播種量 :2.3Kg/10a (設 定播種量 2

実測播種密度 :21× 30cm
推定苗立ち率 :50%
出芽深度 :0.81cm
打ち込み粒数 :7粒 /1株
苗立ち数 :3.4本 /1株  54本 /ポ

5K9//10a)

幼穂形成期

慣行 (コ シヒカリ中苗移植)7月 12日
ヘ リ直播 (あ きたこまち)7月 12日
打 ち込み点播    7月 21日

出穂 期 収量

729Kg/10a
681Kg/10a
669Kg/10a
(坪 刈 り結果 )

8月

8月

8月 1

日

日

日

３

４

５

4 .今 後の改善点と対策及び次年度の計画等
1)生育に合わせた追肥を実施
2)次 年度は 7haで 普及実証試験実施 (lha基 盤整備回場 )

4.所 感 ・意見・要望
1)種 子ホ ッパーの種子投入 口を 1つ にで きな いか。
2)土 壌 によ り代 かき時期 を‐変 えないと播種深度 に大 きな影響 が出る。
3)落 水出芽は苗立ち率向上 に有効で有る。
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試験課題名 :コ シヒカリの打ち込み点播栽培

実施機関名。主担当者 :石川県農業総合研究センター 育種栽培部 作物科 橋本良一
試験年次 :平成 10～ 11年度

1.点播直播のこれまでの取り組み状況
導入年次 :平成 10年度
導入理由 :石川県の主力品種はコシヒカリであり、直播栽培においても市場価格の高いコシヒ

カリヘの作付け意欲が高い。コシヒカリの耐倒伏性の弱さを克服し直播で収量

500kg′ 10a以上確保することを目的として点播を導入した。

導入実績の推移 :石川県農業総合研究センターでは平成 10年度から試験栽培を行い、現地で
は平成 10年度が l ha、 平成 11年度は 17.58haであつた。

2.平成 11年度試験方法及び調査結果の概要
1)品種 :コシヒカリ
2)土基の種類 :細粒グライ土
3)盤種墜期二代金童墨生 :4月 26日 と5月 10日 に播種。播種前日から入水、播種当日は土壌
表面が 5割露出する水量で荒代かきを 1回、直後に打ち込み播種。

4):腫匡色の丞萱理上雄蔓防除 :播種後 14日間落水 (本年は土壌の乾燥により落水期間中3回の

通水 )。 播種後 14日にキックパイ l kg粒剤、播種後 25日にクリンチャー l kg粒剤。
5)生追歯E屋肇趣2丞管理 :中干し期間は6月 18日～7月 19日 (30日 )
6)窒塞施胆 :分施体系 基肥 Okg/10a+4葉期追肥 (lkgノ 10a、 2kgノ10a)+穂肥 I(出穂前 15
日)1.5kg/10a+穂肥II(出穂前 7日 )1.5kgノ10a。 (参考)移植 基肥 1.OkgたOa+穂肥 I(出
穂前 17日 )1.5kg/10a+穂肥II(出穂前 10日 )1.Okgノ 10a。

7)島 」量三二塁量塵害 :な し
8)倒伏送況 :出穂後40日頃なびき型倒伏。倒伏程度は 1.5。
9)量種量上萱立杢二幽遊還度二重掻形送 :播種量は 2.5kgノ 10a。 苗立率は推定 9[%以上 (苗立本
数 90本ノポ)、 出芽深度は平均 12mm(6～ 18mm)、 点播形状は図 1の通り。
10)基 獲墜期上里量 :収穫時期は9月 16日 (4月 26日播種)、 9月 20日 (5月 10日播種)。

収量は4葉期追肥 2kゴ10a区で5 2 0kg′ 10a以上であった (表 1)。

3。 今後の改善点と対策及び次年度の計画等

1)コ シヒカリで移植栽培並の収量が得られるような栽培技術を確立する。
2)コシヒカリの点播栽培における生育指標を作成する。

4。 所感・意見・要望等

1)省力化のために播種時に同時に施肥が行えるように点播機を改良してもらいたい。
2)播種前の荒代かきを省略して、代かき同時播種できないだろうか。
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表 1 播種期 施肥量と生育 。収量 ( 1999 )

4葉期 苗立数 幼穂形成期(7/19)
播種期 窒素量    草丈 茎数 乾物重 話籾数 登熟歩合 千粒重

粒    %   gkg/10a 本/ポ cm 本/ぽ  g/ m
穂数

kg/10a,本 /11f
1 87

91

63

66

634

698

298

386

485

522

325

369

23,600

25,350

89.6

87.8

22.3

22.5
4月 26日

2

1 94

88

648

616

497

549

61

62

286

360

319

357

89。 2

91.3

22,298

27,810

Ｑ
υ
　

０
０

，
４
　
つ
ι

０
０
　
■
Ｊ

5月 10日
2

(参考)移植 66   435   300    590   383  30,257   82.0    23.0

注)移植栽培 移植期 :4月 30日 (稚苗)、 施肥窒素量 :基肥 lkg′ 10a 穂肥 1.5kgノ 10a(出穂
17日前)・ lkg′ 10a(出穂 10日前)

表 2 倒伏関連調査

年次
倒伏程度 倒伏抵抗値 稗基重(mg/本 ) (注 1)倒伏程度 :0(無 )～5(甚 )

(注 2)倒伏抵抗値 :DK‐ 7400(出穂期に地
上 2amで測定 )

(注 3)繹基重 :稗基部 (地際から地上部 10cm

までの茎乾物重)

点播 移植 点播 移植  点播  移植

ヨ=o
衣 0 株直下における一株 当たりの根乾物重 (1998,成熟期 )

播種様式
土壌の深さ別盤乾物重1邸) 根重/総根重(%)
0～ 10cm 10～ 40cm 総根重  o～ locm 10～ 40cm

1998 2.0

1999 1.5

4,0

3.0

405

317

14.8 15。 4

13.2  10。 7

′
■
ｏ
０
９
“

358.0

301。 0

96.5

97。 3

4。 5

2.7

12.5

8。 0

(注 )コ アサンプル法 (85m径、400mmD)に より測定
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[水稲代 か き同時土 中点播直播栽培の取 り組 み概要 ]
二重県津一志地域農業改良普及センター

1点 播直播の これまでの取 り組 み状 況
津一志普及センターでは、低コス ト・省力化栽培の試みとして、平成 10年度から点播直播の実証
に取り組み始めた。
初年度、 3町でそれぞれ 1実証圃を設置し、約 80aの 実証を行った。その結果、均ぺいがやや不
均一であったのと、代かき後時間をおいたために田の表面が硬 くなり、カルバー粉衣が割れるなどし
て発芽不良がみられた。また、 トラクターの水平機能が装備されておらず作業上も支障があった。
平成 11年度は 1町のみでの試験となり、自山町で 2ヶ所の実証圃を設置した。コシヒカリと「み
えのえみ」の 2品種で、前年度の状況をふまえて実証したところ播種精度など良好な結果が得られた。
11年度の良好な結果により、 12年 度は面積の増加が見込まれている。白山町で約 2.5 ha、
周辺市町村で 1。 2 haの合計約 4 haの実証ほの設置が予定され、播種機の導入も検討されている。

面積 品種 概 要

平成 10年 80a コシヒカリ タッグ頑rttrら繊超落ど|ボ:f)ス
平成 11年 54a

スだあ究み 播種精度良好

平成 12年 3こ鋼定ゝ コシヒカリ
どんとこい

周辺地域での広か り

2平 成 11年度実証ほ成績概要
・設置場所  三重県一志郡白山町中ノ村
・圃場条件  30aの 整備田、
・耕種概要
5月 6日  カルバー粉衣 コーティングマシーンにて 催芽籾比 1:2で粉衣
5月 7日 播種
前日代かき 当日の田面硬度
ヒタヒタ水状態で播種
6条の播種機 (1.8m幅 )、 作業速度 1.8 km、 2500回 転
条間 3 0 cm、 株間 2 0 cm(ダィャル 60)、 粒数 7～ 8粒設定で播種

播種量
基肥
穂肥

播種後約 1週間落水、出芽揃後入水
(本年はこの期間好天が続き、田面にひび割れが発生したため、途中ひび割れ防止のため入水 した。)

。除草剤  サンウェル  5月 18日
ウルフエース 6月  8日

。その他  播種後、鳥害防止のため糸を張った。

。2本/株   (苗立率 43%)
cm

4調 査結果の概要
(1)生育調査

∩
）
Ｑ
υ
Ｏ
ロ

Ｑ
υ
ｌ
■

・
■

・
Ｒ
）

Ｏ
υ
ｒ
、
ハ
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公
υ

成
Ｃ
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Ｋ
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芽
用
Ｎ
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催
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リ

日

日

カ

カ

３

０

ヒ

ヒ

２

３

シ

シ

月

月

コ

コ

７

７

l k2/10a
8-14) kノ 1Oa

０

０

ノ
ノ

ｋ

ｋ

N:2.4
N:2.2
N:2.2

う
０

１
■

数
深
立
付
苗
植

平成,0年■文の健移

6月 10  6月 1● 0  7月 ,曰  7月 160 7月010 0月 150 0月 D00

平成 11年 整数の担移

"
25

20

15

0
6EIB 6EI6B 

'EIE 
7EI!8 ]E3IB 8EI5B 8E3OE
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平成11年 葉色の推移

４５

４０

３５

３０

２５

２０

１５

Ю

５

０

6月 186月
'687月
10 7月 160,月 3'日 8月 1680月O08

(2)収量・分解調査

襲量機戌晏
=

“

薔徴

綺玄米■ ―穂籾数

千触重

」穂数 ―穂籾数 登熟歩合 千粒重 情玄米重

平成11年 407 75.9 68.7 22.1 470

5401贈 目標 400 70 85 22,7 540

5本 年度の概要および今後の課題
播種作業はおおむね順調に行われ、播種形状も流れず楕円状にすることができた。播種機について
はほぼ本年の設定が良いと考えられる。播種深度はやや浅く、播種後、露出しているものも多く見ら
れた。また、カルバー粉衣の割れは昨年より減少したものの多く見られた。このことから、田面の硬
度はもう少し軟化させ、カルバー粉衣にも工夫が必要と考えられる。
播種後出芽まで落水処理し、発芽率を向上させたが、本年は播種後に好天が続き田面の高いところ
では割れが生し、出芽後の生育に悪影響があった。
生育についてはおおむね順調で、穂肥も適切に施用することができた。
収量は 10a当たり約 7.5俵を得られたが、 9俵目標の収量構成要素と比較すると、登熟歩合が
低いことが低収の主因となつている。これは、 8月上旬の出穂期前後に天候不順であったために不稔
や穂枯れが多く発生したこと、カメムシが多発し出穂直後の加害を受けたために登熟歩合が著しく低
下したことなどが考えられる。したがって、これらの対策を適切に行うことで十分な収量が確保でき
ると思われる。

次年度の課題
・田面の硬度、田面の均平
・カルバー粉衣
。出穂時の防除

(参考)津一志管内の直播面積

方 式 場 所 品 種 面積 a

湛
中
水 土壌 散播

条播直播

代かき点播

津市、美里村、嬉野町
嬉野町
自山町、一志町

コシヒカリ、みえのえみ
どんとこい
コシヒカリ、みえのえみ

295
60
54

乾田直播 1手動式条播
i 
卜
゛
リルシータ―゙

三重式不耕起
1早期湛水

久居市
一志町
芸濃町
三雲町

ヤマヒカリ
黄金晴
コシヒカリ
コシヒカリ

1 700
100
32
20

合 計 2,261
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草丈 茎数 W船 葉令 穂長

6月 l日 21.1 5 33.1 4.5

6月 14日 31.5 22.2 38,7 7.9

1月 1日 57.7 33.7 40.4 8.1

7月 1'日 72 29.2 30.7 9.4

9月 6日 91.3 24.4 19。3

/



稲美町における代かき同時土中点播直播栽培の取り組み

兵庫県加古川農業改良普及センター明石支所  九村 俊幸
試験年次 :平成 ll年度

1.点播直播のこれまでの取り組み状況
稲美町は水稲の省力化、低コス ト化を行うため、平成 5年度から本格的に湛水直播栽培に取り組み始め
ました。湛水直播栽培の収量安定と省力化、低コスト化を目的として、平成 9年度から代かき同時土中点播
栽培を取り組みました。導入当初、枕地の部分の発芽不良、プラシ摩耗による播種量増加、雨天時のコーテ

ィング種子の詰まり等の様々問題が発生しましたが、年々、技術的、収量的に安定しました。

単位 :ha

点  播 条 播 散  播 合 計
平成 9年度 4.  5 11. 9 2.  9 1 9.  3

平成 !0年度 1 1. 5 1 7.  1 1. 4 30.0

平成ll年度 9. 0 2 3.  5 1. 0 33. 5
稲美町における年次別湛水直播の取り組み

2.平成 ll年度試験方法及び調査結果の概要

地  域 琴  池 向   山 七軒屋 見  谷 国 岡
土壌種類 灰色土壌 埴壊土 黄褐色土壌 埴土
栽培方法 点播 8条 移植 6条 点 播 8条 条 播 6条
品  種 金 南 風 キヌヒカリ 金 南 風
面  積 500a 23a 386a 74a 255a 910a 183a

前  作 大  麦 大  麦 水 稲 水 稲 水  稲 水 稲 水稲 (―獣麦

窒素施肥 省力体系・全層施肥 (金南風)8.4kg/10a

(キヌヒカリ)7.7kg/10a

分施・1条 基肥

:.3、 追肥l.6k g

省力・側条

7 kg/:Oa

省力・全層

8.4kg/10a

代かき条件 播種・移植 2日 前、2回 播種前日、 2回
打ち込み速度 1200・ 1050 1050・ 900 1200・ 1050

播 種 量 2.3kg/10a 3.Okg/10a 2.3ke,/1Oa 2.5kg/10a

播種・移植日 6月 9～ 11日 6月 16日 6月 7～ 8日 5月 24日 5月 30′ヽ31日 6月 1～ 10日 6月 5～ 6日

株間・条間 24.8× 30 18.0× 30 24.lX 30 24.9× 30 ― × 30 一 × 30 ―×30

長径・短径 6.3× 4.5 5.2X3.8 7.2× 4.9

苗立ち率 74% 76% 58%

点播形状率 約 90% 約 90% 約 80%
播種後水管理 落水管理 浅水管理 落水管理

1株苗数 3.7本 4.1本 3.8本 2.9本
1ボ苗数 49.7本 7 s. e* 52.1本 38.8本 60.0本 93.1本 66.0本
1ボ株数 13.4株 18.5株 13.8株 13.4株
播種移植深度 6.0mm 2 7. 3 mm 4. 3 mm 1 0. 7 mm 5. 5 mm 4. 5 mm 5. 3 mm

除 草 剤 シ
・
ョイスターLフロアフ

・
ル(クリンチャ

ー[1,クリンチャーハ
・
ス)雑草一部多発

デョイスター粒剤 (クリン升―E

W,クリンチャーハ
・
ス)‖草一部多発

フ
°
ッシュ粒剤又はプコイスター粒剤 (クリン舟―

EW、 クリンチヤーハ
・
ス)七軒屋と見谷の一部多発

鳥  害 な し な し な し な し 一部鴨害 一部鴨害 な し

出 穂 日 9月 5～ 7日 9月 3日 8月 25～ 3明 8月 10～ 13日 8月 12～ 14日 8月 27～ 31日 9月 ,～ 3日

澤  長 72.3 cm 71.8 om 74.8 om 81.4 cm 80.O cm 77.5 cm 80.2 cm

穂  長 1 8.3 cm 1 9. 6 cm 1 9.2C71 18_O om 18.6 cm 18.l cm 20.O Cm

1ぶ穂数 380本 308本 357本 387本 367本 400本 377本

倒伏程度 一部程度 3 一部程度 3 一部程度 2 な し な し 一部程度 2 一部程度 2

収 穫 日 10月 11-19日 10月 ll日 10月 4～ 18日 9月 18-19日 91月 16-25日 10月 5-i7日 10月 16-17日

10a収量 5 1 5kg 5 1 3kg 5 2 9kg 4 6 6kg 5 4 3kg 4 8 9kg 4 8 5kg

10a精玄米重 4 3 2kg 4 7 5kg 4 6 9kg 4 4 4kg 5 1 0kg 4 4 6kg 4 4 3kg

屑 米 率 16.1% 7.5% 11.3% 4_7% 6.1% 8.7% 8.6%
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3.調査結果の考察
(l)向 山のキヌヒカリの苗立ち率が58%と低いが、雨天であつたが晴天時と同じ打ち込み速度で播種した
ため、種子深度が深くなり (10.7mm)発芽不良となつたと考えられる.向山の金南風は雨天時の播種
であつたが、打ち込み速度を遅くすることにより、苗立ち率が76%、 播種深度が4.3mmと 琴池の晴天時

播種の金南風の苗立ち率とほぼ同じであった。条播は点播と比べ、 1耐当たりの苗数が多く、播種深度
も4～ 5 mmと安定している。

(2)点播はやや出穂が不揃いで、屑米率が高い (10%以上 )。 これは発芽後、 6月 下旬から 7月 上旬にか
けて雨が多く、充分に分けつすることができなかったが、 7月 中旬以降の天候の回復で急激に分けっ

が始まり、遅れ穂を発生させる原因になった。また、台風による倒伏で、やや早刈りを行つたことも

屑米を多くした一因と言える.従来、点播は条播と比べ、分けつが旺盛であり、過剰分けつにならな
いように水管理をする必要がある。

(3)例年に比べ、金南風の収量が少ないが、真夏時の高温による後半の肥切れ、収穫前の台風による倒伏

が原因である。七軒屋はキヌヒカリの条播で、543kg/10aの収量を上げているが、分施体系の施肥に
より、穂肥が十分に施用されたからだ。

(4)鳥害については、条播では鴨の被害が発生したが、点播ではなかった。これは点播の方が条播より土

中に確実に打ち込んでいるため、鴨が引き抜きにくいのではないかと考えられる.鴨の飛来したほ場
については 2～ 3日 落水することにより、被害を最小限に抑えることができた。

(5)雑草の発生については、条播の方が点播より発生が少なかった.点播は全層施肥、条播は側条施肥を
行うため、局部施肥の方が雑草が生えにくいからである.

4.今後の改善点と対策及び次年度の計画等
(1)雨天時、枕地、代の硬さにより、簡単に打ち込み速度を調整できるようにする必要がある。

(2)播種プラシについては、 1連に 2つ プラシをつけるよりも1つで良い。ブラシの耐用面積の拡大を図
って欲しい。

(3)種子詰まりや空打ちの防止ブザーをつけて欲しい。

(4)雑草を抑えるためにも側条施肥を行えるようにして欲しい。

(5)播種量を簡単に調整できるようにして欲しい。

(6)農協が当初、点播播種機の導入を検討していたが、オペレーターの使いやすさや施肥方法等により、

条播播種機の導入になってしまつた。小橋工業にも見積もりや説明について農協から打診したが、十

分な説明が受けられなかつたことも大きな要因になっている.今後、点播播種機について購入するめ
どはなく、レンタルすることもできないので、点播に取り組むことは不可能である.

5,所感・意見・要望等
(1)点播は条播に比べ、オペレーターの技術が必要とされるが、播種時、停滞水や麦得があっても、雨、

風があっても、計画的に播種できる点で良い。

(2)作業効率化を行うためには、側条施肥、マーカーの装備が必要である。

(3)ヤ ンマー農機は、稲美町で積極的に農協を通じての機械の貸し出しを行い、条播の面積拡大が行われ

ているが、点播についても農協を通じての機械の貸し出しはできないか。
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平成 11年度代かき同時土中点播直播実証ほ成績

1 点播直播のこれまでの取り組み状況
(1)実証ほ設置実績と直播栽培面積の推移

(2)導入理由
ア 省力効果及び春作業の分散による水稲生産の安定化 .

イ 複合作目 (野菜、果樹)と の作業競合の回避
ウ 高齢化の進展による水稲作業委託要望の増加への対応

山口県

※ 9市町村 11箇所の実証ほ成績2 平成 11年度実証ほ調査結果

項   目 H9年 度 H10年 度 Hll年 度

実証ほ設置面積 l ha 3 ha 2 4 ha

県内直播栽培面積 5 2 ha 6 7 ha 1 1 3 ha

ロ
ロロ 種 箇所数 最  早 最  遅 備 考

生
育
時
期
　
　
月
／
日

播種期

コシヒカリ 3 4//28 5/12 中間～山間地帯

ひとめばれ 4 5//7 5/15 平坦～中間地帯

ヒノヒカリ 5 5//8 5//19 平坦～中間地帯

出穂期

コシヒカリ 3 8//8 8,/ tz 播種～出穂まで平均 99日
ひとめばれ 4 8/13 8/14 播種～出穂まで平均 94日

ヒノヒカリ 5 8//24 9/1 播種～出穂まで平均 104日

成熟期

ヨシヒカリ 3 9//17 9′//20 出穂～成熟まで平均 38日

ひとめばれ 4 9/18 9//27 出穂～成熟まで平均 42日

ヒノヒカリ 5 lo/1 n,/ fi 出穂～成熟まで平均 43日
項    目 平  均 最 低 最  高 備 考

生

育

量

苗立ち数(本 /ぽ ) 66 27 113 ①播種後落水不良田で苗立
ちが少ない事例 1箇所。
②他は順調。

最高分げつ数(本/r) 569 467 767

穂数(本/ぽ ) 410 272 ①苗立ち不足や初期生育不
良のほ場は少なかった。

籾数(loo粒 /ぽ ) 256 225 293

収量(kg/10a) 473 361 593

倒伏程度 (0～ 5) 2 0 4
(部分 )
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3 播種作業に係る作業能率及び実作業率 (※ 9市町村 11箇所の実証ほ成績 )
(1)ほ場区画形状の違いによる作業能率の変動

ほ場の区画 ほ場の形状 作業能率 (時間/ha)

標準区画 (20～ 307-ル区画 )
整形ほ場 3. 72

不整形ほ場 4. 49

大区画 (50～ 1007-ル区画 )
整形ほ場 3.49

不整形ほ場 4. 52

平   均
整形ほ場 3. 70

不整形ほ場 4. 66

(2)団地化による実作業率の違い

ほ場の区画 ほ場の分散程度
実 作 業 率

最  大 最 小 平 均

標準区画
団 地 化 76.5% 62.7% 67. 8%

分 散 化 66.9% 60.8% 63. 8%

4 実証ほで参考になる栽培管理技術
(1)栽培管理技術
ア 事前代かきの時期
(じ 前日代かき又は当日代かきによって適正播種深度の確保ができた。
② 砂質土壌で、代かきから播種までの期間が長かった (2～ 3日 )場合には、種子が
露出し表面播種の状態になった。

イ 落水出芽
① 播種後作溝及び落水 (亀裂が入る程度)によって発芽・苗立ちが安定した。
② 播種後に飽水管理又は浅水管理をしたほ場では、発芽・苗立ち不良が発生 した。
r3)播種後、落水期間の長期化によって除草剤散布時期が遅れてしまい、初期除草に失
敗した。

ウ 初期除草剤散布
出芽後、深水での除草剤散布、及び凸部が現れ始めての再度入水による水深確保によ
って、除草効果が確保できた。

工 中千し
の 強度の中干しによって、倒伏程度が軽減した。
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5 播種作業での工夫
(1)ほ場均平
(1)冬季代かき
②  ドライブハローによる代かき
③ 整地作業での ドライブハローの活用

(2)自動コーティングマシンの広域利用

(3)作業速度の適正化
適正播種量 (2.5～ 3 kg/1()a)を確保しつつ、作業速度を向上させようとした
場合、 トラクタの作業速度が 2.7 km/時間を越えると、「点播」形状が乱れてくる。

(4)播種深度の適正化 (l cm)
(D 播種前の田面水の割合を 70～ 80%に しておく。
この水量であれば、播種後にハロー後方から田面水が間隔をあけて追いかけてく
る状態となり、 1点播で田面に播かれた種子のうち 2～ 3粒が見えるか見えないか
の状態となる。

② 播種深度は、一般に砂質土では浅 くなり、粘質土では深 くなる。このことをふま
えて、打ち込みボリュームを「浅い」。「標準」

。
「深い」の 3段階で使い分ける。

6 今後の改善点と対策
(1)ハロー両端部に発生する轍の解消
6条播種機では、 トラクタ車輪の轍が解消できないために、ハロー両端部に轍が発生

する。この轍を解消するような簡易な均板が必要。

(2)簡易な工程合わせ用マーカーの開発
トラクタのフロント部に装着 し、既播種工程との間隔を維持 しつつ作業ができる簡易
なマーカーが必要。

(3)雨天対策
(D 全面カバータイプのレインシートの活用。
② 打ち込みディスクベアリングの防水キャップの設置
③ 播種ロールの開放端の防水構造

(4)メ ンテナンス性の向上
モーターボックスを 6角 シャフトの前部に配置することで、播種ロール及びディ
スクの着脱が容易になる。

7 次年度の計画
(1)実証ほの設置については、県内全普及センター管内 (8箇所)で 4 0 haの実証ほ
を設置する。           ン

(2)現在までの実証拠点を核にして直播栽培の普及を図るために、地域版の直播推進マ
ニュアルの作成、及び取り組み地域の連携を図る。
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課題名 :福岡県夜須町曽根田地区における点播直播の取組みについて

実施期間名・主担当者 :福岡県朝倉地域農業改良普及センター 吉野 稔
実施年次 :平成 11年度

1.点播直播のこれまで取り組み状況
平成 3年に無人ヘリ防除組合が設立され、無人ヘリによる病害虫防除が開始された。平
成 4年から3年間、約30aの圃場にて試験的に無人ヘリ利用による直播栽培が行われ、そ
の間冷害や渇水を経験したが収量は移植並を確保し、直播栽培に対する自信が深まった。
平成 7年からは背負式動力散布機を利用した散播による直播栽培の試行も開始され、直播
栽培面積が拡大し始めた。平成 9年には夜須町が全国直播稲作サミットの現地に選ばれ、
そこで紹介された代かき同時点播直播機をメーカーから借用し試験栽培を行つたところ、
移植栽培並の収量が得られた。平成10年には機械利用組合で代かき同時土中点播直播機を
導入し、栽培面積は、試験栽培を続けてきた平成 9年までの2haか ら一気に13haへ と拡大
した。平成11年度は約12haで実施。

直播栽培の播種作業は 5月末から6月初めにかけて行われ、移植栽培の田植えとは時期
を異にしている。直播を導入することにより作業時期が分散され、農繁期の労力集中を緩
和しオペレーターの過重労働を回避する事が可能となった。また、集落から離れた山間地
の棚田でも直播栽培を行つており、ここではトラクタ 1台で代かきから播種までの作業を
完了することができるので、移植栽培に必要な苗や移植機の運搬作業が不要となった。

2.平成 11年度の概要
1)品種 :ヒ ノヒカリ
2)土壌の種類 :埴壌土
3)播種時期・代かき条件 :

6月 1日～ 4日。播種前日または当日入水。入水前に耕起した際出来るロータリー
両端の溝の高さまで水が溜まる水量になった時点で荒代かきを行い、直後に打ち込み
播種。

ただし、荒代かき後水量が多いと判断された場合は落水し、適当な水量となった時
点から播種を開始する。
4)播種後の水管理・雑草防除 :

播種後は落水管理。出芽後に入水し、除草剤を散布する (播種後約 1週間後)。 除
草剤は無人ヘリコプターで散布、剤はキックパイ1細粒剤。
5)生育期間中の水管理 :

中干し期間は 7月 25日頃から約 1週間。耐倒伏性を高めるため、全生育期間を通
して間断灌水を実施した圃場もある。

6)窒素施肥 :

分施体系    基肥3.9kg+穂肥 11.4kg+穂肥I11.4kg(計 6.7kg)
慣効性肥料体系 基肥6.Okg
移植標準    基肥6.3kg十穂肥 11.4kg+穂肥I11.4kg(計 9.lkg)
※本年度は、低温寡照の気象条件により稲の生育量が小さかったことと基肥の残存量
が多かったため穂肥 Iを省略した圃場も多かった。
慣効性肥料の施用量については、平成9年度は8地、10年度は7kgで試験を実施し
たが倒伏程度が大きく、本年度はさらにlkg減肥した6kgで実施した。収量は移植栽
培の標準施肥量と同程度であった。
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7)鳥 口員による被害と対策 :

平成 11年度はスクミリンゴガイによる被害はなかった。

平成10年度にスクミリンゴガイによる被害が発生した水系の下流部にある圃場群

で平成11年度は直播が行われたが、スクミリンゴガイの発生はほとんど見られなか

った。平成 10年度はこの圃場群にはダイズが作付けされていたことと、水系の上流

部にあるスクミリンゴガイの被害が発生した圃場群に本年はダイズが作付けされた

ことで、スクミリンゴガイの生息密度が低下していたためと考えられる。

鳥害はなかった。過去にも被害例はない。

8)倒伏状況 :

出穂後、一部で軽微な倒伏が見られた。9月 24日 の台風18号により激しく倒伏し

た。倒伏程度は地域 (地形)に よる差が見られた。山麓(南向き斜面)の棚田では少～
中であったのに対し、平坦部では中～多であった。また、いずれの地区においても周

辺の移植栽培圃場と倒伏程度の差は見られなかった。

9)播種量・苗立ち率・出芽深度・点播形状等
播種量は乾籾約2.7kノ 10a(残 った種子量と播種面積から推定)。 苗立ち率43～ 58%。

本年度は出芽深度を計測していないが、前年度に行った出芽深度の調査では平均で

10mm程度であった。本年度は播種機のディスクケースやプラシに改良が加えられた
ため、株は楕円形の形状を呈していた。

10)収穫時期・収量
収穫期は、10月 11日～17日 。収量は450kノ 10a程度、対移植栽培比95～96%。

3.今後の改善点と対策及び次年度の計画等
1)地域内外へ直播栽培を拡大していくには、スクミリンゴガイ対策は避けて通ること
はできない。溝切り、長期落水、防除薬剤などを組み合わせた防除対策を検討する。

2)次年度の計画はまだ確定していない。転作となる圃場が確定した後、機械利用組合
が農家からの注文をとりまとめる。直播栽培が可能な圃場は、転作となる圃場以外で、

用水をダムの水に依存しない圃場に限定される。規模は概ね10年、11年 と同程度と

予想される。

4.所見・意見・要望等
平成 10年度に、一部の圃場でスクミリンゴガイによる食害を受けた。程度の軽い

圃場は補植が行われたが、被害が甚だしい圃場は移植栽培に切 り替えられた。対策技

術はいくつも開発されているが、管理が複雑になったり手間が増えれば省力化の効果

が薄れ、直播栽培が選択されない場合もでてくることが予想される。

メタアルデヒド剤に対する生産者の期待は大きいので、同剤が早急に登録されるこ

とが望まれる。
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試験課題名 :直播を主軸とした地域適応性の高い稲作技術体系の確立

実施機関名 。主担当者 :宮崎県総合農業試験場作物部栽培科 初山聡
試 験 年 度 :平成 11年度

1.点播直播のこれまでの取組状況
(1)試験場…平成 10年からヒノヒカリの倒伏軽減を目的とした代かき同時土中点播を
行つているが、初年度は代かきが柔らかすぎたため出芽が悪 く播き直した。さら

に、 2回 目の播種では土面の均平が悪 く除草が困難となった。

(2)県  内…・ (国富町)平成 11年度作付面積で15ha(内 12haは飼料イネ )。 平成10年度
に当該播種機を購入 し平成12年度も 1機購入予定。平成 11年度は 6月 中旬播きで

あったが、播種後の降雨により深水となり発芽が悪かつたため、 1/3程 度播き
直したが、再び降水により発芽が悪 く結局移植 した。課題は、これまで存在 した

直播研究会の活動が低下してお り、技術の習得、伝達がうまくいっていないこと。

また、種子のコーティンク
゛
作業を誰がするのかが定まっておらず現在はJAの水稲担当

者が行つているが、同JA内の育苗センターとの競合も懸念されている。平成 12年

度の面積拡大は1～ 2ha程度にとどまる見込み。

(高岡町)平成 11年度作付面積で2ha程 度 (内 50aは飼料イネ )。 機械は平成12年度
購入予定。平成11年度は初年目で打ち込みの回転速度の調整がうまくいかず打込

深度が深すぎて発芽不良であった。平成 12年度の面積拡大は1～ 2ha程度の見込み。

(都城市)平成 11年度が当該直播の初年目で展示圃として65aを 作付 した。当地区
では農地利用組合 (6人 )が事業で導入 した直播機 (2台 )で 約9haを 受託して
いるが、平成 11年度は当組合が代かき同時土中点播直播を試みた。

その結果、播き直しは特になかったが、打込速度と株間設定の調整に時間がか

かった。慣行の条播湛直と比べて機械が安い分低コス トかではあるが、作業速度

が遅 く、側条施肥ができなく、耐倒伏性も同等であったため課題が残された。

(3)県 内の直播栽培全般について…平成 11年産の直播き栽培面積は 1 7 8haで 、うち
湛水直播が 8 5ha,乾田不耕起直播が 9 8haで あつた。平成 5年から湛水直播は

1 0 0ha程度であったが、平成 9年度から始まったメーカ主導の乾田直播の普及

により平成 11年 面積が湛水直播を上回った。しかし、県としては、乾田不耕起
直播については、降雨による播種時期の遅れ、発芽が不安定であること、漏水が

大きいこと等の問題から積極的な推進は行っていない。

2.平成 11年度試験方法および調査結果の概要
(1)品   種 :ヒ ノヒカリ
(2)土壌の種類 :細粒灰色低地土
(3)播 種 時 期 :代かき条件… 6月 2日 に播種。 5月 31日 に代かき (1回念入 りに代
かき)播種前日に落水 し土表を 7～ 8割程度露出させ、播種時に代かきながら土

中点播。土の硬さは基準どおり。

(4)播種後の水管理、雑草防除 :落水は播種後 5日 間行ったが、降雨により充分でなか
った。その後はしばらく間断灌水管理を行った。除草は播種後 19日 目にミス ト

機によリキツクパイlkg粒剤、 28日 目にバサグラン3kg粒剤、クリンチヤー lkg

粒剤を散布。
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(5)生 育期間中の水管理 :問断灌水は、鳥害およびスクミリンゴガイの被害を軽減する
ために第 3葉期頃まで行った。

中干しは 7月 28日 から8月 11日 まで行ったが、降水が多かったため効果は
不十分であった。

(6)窒素施肥 : 基肥窒素量    穂肥窒素量      肥料の種類
0.7kg/a

0.5kg/a 0,25kg/a

LP40:LPSS100==:4:6

〃   =5:5
〃   =6:4

BB066、  NK2号

(7)鳥 、貝による被害と対策 :

鳥害…出芽した頃に落水すると雀についばまれた。

(対策)流 し水をして雀が降 りれないようにした。余った種子を近 くの路
上に播 くことで雀を誘引した。

貝害…土面が均平でな く水が溜まっているところでは、食害を受けた。

(対策)水たまりができないように落水 した。また、水をため始める時期
にキタジンP3kg粒剤を散布 した。

(8)倒伏状況 :倒伏は、出穂後 20日 日頃から若干のなびきが部分的 (20%程度)に見
られたが、出穂後 30日 目の台風 18号 により程度「 2」 (倒伏45度 )の倒伏が
圃場の50%程度に増大 した。

(9)播種量、苗立率、出芽深度、点播形状等 :

播 種 量・̈ 2.9kg/10a(乾籾)    苗 立 率… 35%(37本 /ぶ )
出芽深度…平均 1 0mm        点播形状…長径 1 0cm、 短径 5 cm
点播株率… 7割

(10)収穫時期、収量 :

成 熟 期… 9月 29日      収 穫 日… 10月 6日

坪刈収量…387kg/10a(移植栽培では、524kg/10a)

緩効性肥料を施用 した区では、茎数および穂数が過繁茂になるが、登熟歩合が低

下する傾向にあった。

3.今後の改善点と対策および次年度の計画等
(1)苗立率向上の為の代かき条件、落水 。溝切り時の水管理の再検討
(2)ヒ ノヒカリを倒伏させないための施肥体系の検討を要する。

4.所感、意見、要望等
(1)土質・土壌条件毎の適正な代かき状態、打ち込みの回転速度、播種深度の明確化が
必要。

(2)代かきを播種と同時に行うため代かきの労働時間は削減されたが、播種後の水管理
の時間が多 くなり結果的に労働時間が多くなってしまった。 (普及センター )

(3)施肥の省力化 (側条施肥が出来ないか )、 植代の省力化が課題として残った (〃 )
(「代かき同時播種」だが、荒代だけでなく植代も必要なので省力化につながってい

ない。)
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